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平
成
２５
年
１
月
に
遊
佐
町
定
住
促
進
計

画
、
平
成
２７
年
１０
月
に
遊
佐
町
総
合
戦
略

を
策
定
し
、
若
者
を
は
じ
め
移
住
者
の
受

入
れ
姿
勢
を
前
面
に
打
ち
出
し
、
誰
も
が

訪
れ
た
い
と
思
う
魅
力
あ
る
ま
ち
に
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

ま
た
、
上
水
道
料
金
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
の
新
設
や
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム

農
業
研
修
生
の
住
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

空
き
家
利
活
用
住
宅
整
備
事
業
を
新
た
に

行
い
、
移
住
希
望
者
の
支
援
が
円
滑
に
行

え
る
よ
う
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

若
者
定
住
施
策
と
し
て
は
、
結
婚
祝
い

金
事
業
や
出
会
い
の
場
づ
く
り
と
し
て
の

婚
活
パ
ー
テ
ィ
を
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
建
設
や
増
改
築

を
支
援
す
る
持
家
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

金
交
付
事
業
な
ど
、
住
宅
建
設
に
関
す
る

各
支
援
制
度
を
継
続
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定
住
促
進
で
人
口
減
少
に
歯
止
め

₃月に開催された第５１１回定例議会で、平成２８年度の施政方針を表明しました。
「働き場、若者、賑わい　いきいきゆざの構築」を

キーワードに、歴史ある遊佐町のさらなる発展をめざしてまいります。

施　政　方　針
平成28年度

　

人
口
減
少
の
克
服
と
地
域
の
活
性
化
に

向
け
て
、
こ
れ
ま
で
「
働
き
場
、
若
者
、

賑
わ
い　

い
き
い
き
遊
佐
の
構
築
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

遊
佐
町
総
合
戦
略
に
も
掲
げ
て
い
る
よ

う
に
、
町
の
持
つ
地
域
資
源
を
活
か
し
て

雇
用
に
結
び
つ
け
、
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ

る
移
住
者
へ
の
支
援
を
行
い
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

に
よ
る
若
者
の
定
住
を
確
実
な
も
の
と
す

る
よ
う
取
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
広
域
的

な
連
携
の
利
点
を
生
か
し
な
が
ら
、
町
民

が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
地
域
の

活
性
化
に
一
層
の
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
５

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
本
格
的
な
復
興

に
向
け
て
引
き
続
き
支
援
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

平成28年度
 最重要事業

高
速
交
通
体
系
の
整
備

　

秋
田
県
境
区
間「
遊
佐
象
潟
道
路
」１７
・

₉
㎞
の
一
日
も
早
い
開
通
に
向
け
、要
望

活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
我
が
町
が
め
ざ
す
中
長
期
の

ま
ち
づ
く
り
戦
略
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
遊

佐
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
タ
ウ
ン
計
画
」
に

つ
い
て
は
、
高
速
道
路
が
地
域
に
豊
か
さ

を
も
た
ら
す
と
と
も
に
地
域
の
拠
点
と
し

て
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
ス
ー
パ
ー
道
の
駅

と
し
て
の
整
備
に
向
け
全
力
を
あ
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

鳥
海
山・飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
推
進

　

本
町
と
酒
田
市
、
に
か
ほ
市
、
由
利
本

荘
市
の
₃
市
１
町
で
設
立
し
た「
鳥
海
山
・

飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議
会
」
を

主
体
に
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」
認
定
を
め

ざ
し
、
鳥
海
山
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

教
育
資
源
や
学
術
的
価
値
を
広
域
的
に
共

有
し
、
環
境
保
全
活
動
や
産
業
振
興
に
活

用
し
ま
す
。

　

認
定
に
は
地
元
住
民
の
理
解
と
参
加
が

不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
は
、
出
前
講
座
を

中
心
と
し
た
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
な
が

ら
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
整
備
を

行
い
、
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
た
地
域

間
交
流
や
官
民
一
体
と
な
っ
た
運
営
体
制

を
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
遊
佐
町
環
境
基
本
計
画
」
の
も
と
、

水
環
境
の
保
全
、
里
山
保
全
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
特
に
水
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
は
、

「
遊
佐
町
の
健
全
な
水
循
環
を
保
全
す
る

た
め
の
条
例
」
や
水
循
環
保
全
計
画
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
懸
案
で
あ
る

自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

臂
曲
地
内
岩
石
採
取
事
業
に
関
し
て
は
、

事
業
監
理
委
員
会
を
開
催
し
、「
岩
石
採

取
等
に
係
る
環
境
保
全
に
関
す
る
協
定
書
」

の
順
守
事
項
を
確
認
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
適
切
な
指
導
と
地
元
や
町
民
の
皆
様
の

意
見
反
映
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
事
業
箇

所
の
公
有
地
化
に
つ
き
ま
し
て
も
粘
り
強

く
交
渉
を
進
め
、
早
期
解
決
に
向
け
て
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

松
く
い
虫
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
被

害
木
の
爆
発
的
な
増
加
傾
向
が
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
重
点
事
業
と
し
て
伐
倒
処

理
や
、
薬
剤
散
布
等
に
よ
る
被
害
の
防
止

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
つ
い
て
も
、

町
民
、事
業
者
と
一
緒
に
な
っ
て「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」、「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」の
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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「
遊
佐
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」に
基
づ
き
、「
質
の
高
い
幼
児
期
の
教

育
・
保
育
の
総
合
的
な
提
供
」、「
保
育
の

量
的
拡
大
・
確
保
」、「
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
継

承
」、「
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充

実
」に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
₃
歳
児
か
ら
₅
歳
児
を

対
象
に
「
ゆ
ざ
っ
子
エ
ン
ゼ
ル
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
を
開
始
し
、
保
育
料
・
教
育
費
の

軽
減
を
図
る
な
ど
、
子
育
て
世
帯
に
お
け

る
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
医
療
で
は
、
入
院
時
の
食

事
代
を
除
い
た
医
療
費
の
全
額
助
成
を
、

平
成
２７
年
度
か
ら
18
歳
ま
で
と
す
る
制
度

拡
充
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
子
育
て
支

援
環
境
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

保
育
料・教
育
費
の
負
担
軽
減
へ

その他の
 重点事業

　

商
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
商
工

会
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
、
買
物
弱

者
支
援
、
空
き
店
舗
活
用
支
援
等
の
産
業

活
性
化
対
策
事
業
の
内
容
を
よ
り
一
層
充

実
さ
せ
、
支
援
を
図
っ
て
い
く
ほ
か
、
遊

佐
元
町
地
区
の
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
等

を
進
め
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
活
動
に
つ
い
て
も
、

新
規
開
拓
、
広
域
的
な
誘
致
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
農
地
中
間
管
理
事

業
に
よ
る
農
地
の
集
積
、
集
約
化
お
よ
び

法
人
組
織
の
育
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、

米
を
始
め
と
し
た
農
産
物
の
販
路
拡
大
の

た
め
、
農
業
生
産
物
販
売
額
の
増
大
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
内
水
面
漁
業
で
は
、

メ
ジ
カ
地
域
振
興
協
議
会
を
主
体
と
し
た
、

鮭
ふ
化
施
設
整
備
事
業
を
支
援
し
、
鮭
資

源
の
拡
大
と
活
用
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

「
₆
次
産
業
化
」
の
推
進
の
た
め
、
加
工

所
の
新
設
等
も
視
野
に
入
れ
、
雇
用
創
出

に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
県
で
今
年
₉
月
に
開
催
さ

れ
る
第
３６
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

関
連
行
事
等
の
事
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
活
性
化

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
遊
佐
町
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
着
実
に
災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
主

防
災
組
織
の
育
成
や
個
別
伝
達
手
段
の
整

備
を
引
き
続
き
行
い
、
災
害
に
対
す
る
地

域
の
防
災
力
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
の
新
た
な
拠
点
施
設
と
し

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

　

我
が
町
の
観
光
資
源
を
代
表
す
る
鳥
海

山
を
中
心
に
、
町
内
各
団
体
と
協
力
し
、

町
内
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
地
、
伝
統
文
化
等

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
今
年
度
は
御
浜
公
衆

ト
イ
レ
の
工
事
に
着
手
し
、
登
山
客
の
利

便
性
の
向
上
の
た
め
、
年
度
内
の
完
成
を

め
ざ
し
ま
す
。

鳥
海
山
を
中
心
と
し
た
観
光
の
振
興

て
完
成
す
る
吹
浦
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
の

有
効
な
活
用
を
進
め
ま
す
。

　

高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

に
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、「
第
₃
期
遊
佐
町
地
域
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
行
政
と
社
会
福

祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

民
生
児
童
委
員
協
議
会
等
が
連
携
し
、
引

き
続
き
、
高
齢
者
を
見
守
り
支
え
合
う
体

制
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
町
民
自
身
の
健
康
づ
く
り
活
動
を

支
援
す
る
た
め
の
「
ゆ
ざ
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
事
業
」
に
よ
り
、
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
と
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

遊
佐
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
一
緒
に

地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
１２
月
の
稲
川
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
続
い
て
西
遊
佐

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
平

成
２８
年
₆
月
末
の
完
成
を
め
ざ
し
改
築
工

事
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
、
自
ら
公
園
に
遊

具
等
を
設
置
す
る
集
落
等
に
対
し
経
費
を

補
助
す
る
「
町
民
協
働
公
園
づ
く
り
補
助

金
交
付
事
業
」
を
創
設
し
ま
す
。

町
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
の
教
育
力
に
支
え
ら
れ
た
、
元
気

で
特
色
の
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
、
子

ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の

育
成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、「
早
起
き
、

朝
ご
は
ん
、
躍
動
、
早
寝
」
運
動
と
、「
躍

動
す
る
遊
佐
っ
子
１０
ヶ
条
宣
言
」
の
実
践

を
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
と
と
も
に
推
進
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
遊
佐
高
校
就
学
支
援
事
業

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
同
校
総
合

学
科
に
お
け
る
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
関
わ
る
活
動
、
就
職
も
、
商
工
会
と
の

連
携
に
よ
り
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
運
営
で
は
、
新
た
に
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
、
開
館
日
や
開
館
時
間

の
拡
大
な
ど
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る

教
育
の
充
実
と
文
化
振
興

向
上
を
図
り
、
町
民
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ

る
図
書
館
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備

改
修
工
事
を
行
い
、
快
適
な
利
用
環
境
の

確
保
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
「
遊

佐
の
小
正
月
行
事
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
登
録
を
め
ざ
す
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
８２
億
4
，6
0
0

万
円
、前
年
度
対
比
1
億
2
，6
0
0
万
円
、

１
・
₆
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

28
年
度
は
、
子
育
て
支
援
の
た
め
の
各
種

施
策
の
充
実
を
図
り
、
町
民
生
活
を
支
援

す
る
ソ
フ
ト
事
業
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

雇
用
対
策
事
業
、持
家
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・

定
住
促
進
住
宅
建
設
支
援
金
事
業
を
継
続

す
る
こ
と
に
よ
り
、
定
住
の
促
進
と
地
域

経
済
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

歳
入
は
、
地
域
経
済
の
回
復
に
資
す
る

積
極
的
な
投
資
的
経
費
を
確
保
す
る
た
め
、

財
政
調
整
基
金
な
ど
を
活
用
し
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
。
一
方
歳
出
は
、
遊
佐
町

新
総
合
発
展
計
画
第
１０
期
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
西
遊
佐
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
の
整
備
や
若
者
定
住
の
た
め
の
町
営
住

宅
建
設
な
ど
の
投
資
的
事
業
を
積
極
的
に

計
上
し
ま
し
た
。

　
「
選
択
と
集
中
」
を
基
本
に
、
将
来
を

平
成
28
年
度
当
初
予
算
編
成

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」で
は
、「
町

の
自
立
」「
自
主
的
か
つ
主
体
的
な
取
組

み
」「
実
態
に
即
し
た
施
策
の
実
施
」「
最

大
限
の
成
果
を
上
げ
る
工
夫
」「
政
策
効

果
を
客
観
的
に
検
証
し
結
果
を
重
視
す

る
」
と
い
う
₅
つ
の
原
則
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
掲
げ
て
き
た
施
策
、
事
業
の
実

施
に
つ
い
て
、
情
報
の
公
開
と
共
有
、
そ

し
て
施
策
実
施
の
合
意
形
成
の
プ
ロ
セ
ス

を
し
っ
か
り
と
行
い
、
オ
ー
ル
遊
佐
の
英
知

を
結
集
し
て
行
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

₅
つ
の
原
則
を
忘
れ
ず
に

見
据
え
た
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
め
ざ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
予
算
に
つ
い
て
は
次
頁
に
詳
し
く
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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一　般　会　計

平成28年度

予
   算

一般会計予算総額

82億4,600万円
　遊佐町新総合発展計画第１0期実施計画に基き、
平成２８年度当初予算が編成されました。一般会計
の当初予算は８２億4,600万円で、前年度に比べて
１.6％、1億２,600万円の増となりました。

●
町
税

　

総
額
70
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
税
で
は
、
個
人
分
が
前
年
と
同
額
、

法
人
分
は
企
業
業
績
の
停
滞
を
反
映
し
て

減
額
し
て
い
ま
す
。
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
は
、
土
地
・
償
却
資
産
の
評
価
額
が
下

落
す
る
一
方
、
家
屋
の
上
昇
を
見
込
ん
で

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

●
国
・
県
支
出
金

　

総
額
で
5
，
3
9
5
万
円
の
減
額
と
し

て
い
ま
す
。
国
庫
支
出
金
は
、
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
の
減
額
を
、
県
支
出
金

は
機
構
集
積
協
力
金
な
ど
の
増
額
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

●
交
付
税
・
地
方
債

　

地
方
交
付
税
は
、
地
方
財
政
計
画
や
こ

れ
ま
で
の
交
付
実
績
か
ら
6
，
3
0
0
万

円
増
額
し
て
い
ま
す
。
地
方
債
は
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
事
業
の
財
源
に
財
政
措
置
の

有
利
な
過
疎
債
を
活
用
し
、
町
の
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
3
，

1
8
0
万
円
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

●
繰
入
金
・
諸
収
入

　

繰
入
金
は
、
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
の
増

加
で
1
，
5
9
9
万
円
の
増
額
、
諸
収
入

で
は
産
業
立
地
促
進
資
金
貸
付
回
収
金
等

で
4
，
9
8
8
万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

歳
　
　
入

●
投
資
的
経
費

　

平
成
28
年
度
ま
で
の
計
画
で
実
施
す
る

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
で
、
稲

川
・
西
遊
佐
・
吹
浦
の
各
地
区
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
費
が
ピ
ー
ク
を
過

ぎ
た
こ
と
に
よ
り
、
3
億
9
4
5
万
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

●
人
件
費

　

職
員
共
済
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年

比
5
，
0
9
1
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

●
公
債
費

　

平
成
9
年
度
か
ら
総
額
36
億
円
ほ
ど
の

歳
　
　
出

繰
り
上
げ
償
還
を
実
施
し
て
き
た
結
果
、

償
還
元
利
金
の
当
初
予
算
計
上
額
は
年
々

減
少
し
て
お
り
、
前
年
比
7
，
1
8
7
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

●
繰
出
金

　

国
保
・
介
護
・
後
期
高
齢
・
下
水
道
等

の
各
特
別
会
計
に
対
す
る
繰
出
し
に
対
応

す
る
た
め
、
総
額
で
11
億
2
，
9
9
1
万

円
を
計
上
し
、
前
年
比
4
，
1
2
0
万
円
、

₃
・
₈
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

●
維
持
補
修
費

　

除
雪
に
要
す
る
予
算
が
半
分
以
上
を
占

め
て
お
り
、
総
額
で
1
1
8
万
円
増
の
7
，

8
2
7
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

会計別予算額 （単位：円、％）

会　計　区　分 平成28年度 増減額 増減率

一般会計 82億4,600万 1億2,600万 1.6

特
別
会
計

国民健康保険
特別会計 19億  200万 100万 0.1

簡易水道特別
会計 ₂億9,920万 1億1,150万 59.4

公共下水道事
業特別会計 ₇億5,800万 1,400万 1.9

地域集落排水
事業特別会計 9,400万 200万 2.2

介護保険特別
会計 18億8,700万 1,200万 0.6

後期高齢者医
療特別会計 ₁億6,250万 350万 2.2

水道
事業
会計

収益的支出 ₃億  279万 1,296万 4.5

資本的支出 ₃億4,330万 1億7,250万 101.0

合　　　計 139億9,479万 ₄億5,546万 3.4

主な投資的事業（千円以下切捨て）
※＜＞…事業実施に活用した各種補助金・負担金制度の名称
まちづくりセンター整備事業＜社会資本都市再生＞� ₁億1,085万円
遊佐パーキングエリアタウン建設事業� 2,810万円
老人福祉一般経費（小規模特養建設補助金）� 4,240万円
戦略的園芸産地拡大支援事業� 3,639万円
小水力発電施設整備事業� 2,204万円
産地強化支援事業＜水産業支援＞� 3,000万円
御浜公衆トイレ改築事業� 9,160万円
観光施設整備事業� 4,918万円
町道維持整備事業� 2,466万円
除雪機械購入事業� 4,000万円
町道新設改良事業� 1億　425万円
社会資本整備総合交付金事業（道路・橋りょう改修）� 9,500万円
町営住宅整備事業� ₂億4,916万円
常備消防費（酒田広域建設改良負担金）� 7,350万円
消防遊佐分署建設事業� 2,360万円
消防施設整備事業� 2,010万円
災害対策一般経費（県防災行政ネットワーク負担金）� 2,290万円
災害対策施設整備事業＜社会資本都市防災＞� 3,905万円
防災倉庫整備事業＜社会資本都市防災＞� 6,592万円
吹浦地区防災センター整備事業＜社会資本都市防災＞� 5,901万円
中学校施設改良事業＜安全・安心な学校づくり交付金＞� 8,759万円
社会教育施設整備事業� 5,562万円

主なソフト事業（千円以下切捨て）
●定住・緊急雇用・経済対策事業
　新規 �ＩＪＵターン就職支援事業� 330万円
　新規 �チャレンジファーム空き家活用住宅整備事業� 498万円
　遊佐町インターンシップ雇用事業� 347万円
　青葉台住宅団地分譲地新築助成金� 381万円
　持家・定住住宅建設支援金交付事業� 6,000万円
●特徴的なソフト事業
　Ⅰ　産業基盤の整備
　新規 �機構集積協力金交付事業� ₂億3,106万円
　新規 �遊佐町チャレンジファーム事業� 222万円
　　　��多面的機能支払交付金事業� ₁億7,215万円
　　　��産業立地促進資金貸付金� ₁億3,809万円
　Ⅱ　福祉・保健事業の充実
　　　��国民健康保険特別会計繰出金� ₁億3,747万円
　　　��介護保険特別会計繰出金� ₂億7,993万円
　　　��後期高齢者医療給付費� ₂億6,249万円
　　　��障害者自立支援給付事業� ₃億　561万円
　　　��ゆざっ子誕生祝金事業� 450万円
　　　��放課後児童クラブ事業� 2,260万円
　　　��子どものための教育・保育給付事業� ₁億　823万円
　　　��児童手当交付事業� ₁億7,749万円
　新規 �ゆざ健康マイレージ事業� 144万円
　Ⅲ　教育の充実
　　　��いのちの教育推進事業� 2,738万円
　　　��遊佐高校就学支援事業� 969万円
●協働の町づくり事業
　　　��地域活動交付金事業� 5,054万円
　新規 �町民協働公園づくり補助金� 300万円
●広域行政の推進
　　　��ジオパーク構想推進事業� 1,054万円
●国際交流、地域間交流イベント等
　　　��国際交流事業� 420万円
　新規 �全国豊かな海づくり大会負担金� 500万円
　　　��奥の細道鳥海ツーデーマーチ補助金� 595万円
●自然保護と安全確保�
　　　��山岳トイレ維持管理事業� 1,349万円
　　　��自主防災会活動推進事業� 223万円
●その他臨時的・特徴的経費
　　　��公共施設等総合管理計画策定等事業� 2,005万円
　　　��第₈次振興計画策定事業� 713万円
　　　��ふるさとづくり寄付金事業� 2,373万円
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町
立
図
書
館
は
、
町
民
の
皆
様
の
様
々

な
「
学
び
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
豊

富
な
蔵
書
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
読
み
聞

か
せ
や
昔
語
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、

環
境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
は
じ
め
、

多
く
の
町
民
の
皆
様
に
活
動
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
親
子
で
楽
し
め
る
「
お
は
な

し
会
」
や
夜
の
貸
切
図
書
館
な
ど
、
地
域

の
特
色
を
生
か
し
て
充
実
し
た
企
画
や
イ

ベ
ン
ト
を
今
後
も
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

い
つ
で
も
誰
で
も
学
べ
る
場
所

特集

出かけてみませんか、図書館へ

　町立図書館は、どなたでもご利用いた
だける町の生涯学習施設です。様々な「学
び」のサポートや憩いの場として、居心
地のよい図書館をめざしていきます。

〜もっと身近で　もっと利用しやすい図書館づくりをめざします〜

　　₄月〜10月は開館時間が午
後₇時までになり、今まで閉
館までに間に合わなかった方
も利用できるようになります。
　

　　祝日に利用できなかった
方々にも便利になります。
　

　　相談内容に応じ、司書やス
タッフが適切な書籍をご案内
します。気軽にお声がけくだ
さい。

新たなメリット４月1日からの変更内容
従来 ４月１日より

開館日数 288日 329日�※41日間増

開館時間
火〜金曜日
午前₉時30分〜午後₆時

₄月〜10月
午前₉時30分〜午後₇時
11月〜₃月
午前₉時30分〜午後₆時

土・日曜日
午前₉時30分〜午後₅時

土・日曜日、祝日
午前₉時30分〜午後₅時

休館日
月曜日、祝日
蔵書点検日（12/₁〜12/₈）
年末年始（12/29〜₁/₃）

第₁・₃月曜日（祝日の場合は翌日）
蔵書点検日（12/₁~12/₈）
年末年始（12/29~１/₃）
※休館日は月₂回

※₃/15号で全戸配布の『平成28年度図書館カレンダー』を見えるところに
　貼ってご活用ください。

　

図
書
館
で
は
、
た
く
さ
ん
の
情
報
や
人

と
親
し
ん
だ
り
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ

な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
思
い
思
い
の
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
、
み
ん
な
の
図

書
館
へ
。
き
っ
と
、
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ

た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
が
見
つ
か
り
ま
す
。

図
書
館
へ
行
っ
て
み
よ
う
！

図 書 館 探 検
検索用端末
お探しの本がどこに
あるかここで検索！

　図書館は町の文化センター的な役割を
担っていると思います。平成26年度で町
民₄割以上が図書館の利用登録をしてい
ると聞きました。私にとっても図書館は、
新鮮で快適な場所です。
　今後、さらに魅力的な図書館にしてい
くことはもちろんですが、子どもの読書
活動をもっと広め、ボランティア活動も
継続するなど、これまでの事業について
も引き続き力を入れてほしいですね。長
い目でみて、良くなったなぁといわれる
ような、住民のための特色ある図書館に
なることを期待しています。

図書館の蔵書は約₈万₆千冊。閲覧・貸出は
無料です。また、図書館のホームページでも
蔵書検索ができます。

特集コーナー
毎月旬のテーマの本を
集めています。₄月の
テーマは「読書のすす
め2016」です。

新刊コーナー
毎週新刊が入ります。

新聞・雑誌
視聴覚コーナー
新聞や雑誌のほか、
CDやDVDの視聴がで
きます。新聞は₃日分。
それ以前のものはカウン
ターにお声がけください。

児童図書コーナー
子どもたちの夢を育む
本がいっぱいです！

特色ある
　図書館に
渋谷隆士さん
（駅前一区）

図書館 Q A&
Ｑ１．初めて本を借りるときは？
Ａ．図書館利用者カードを作ります。現住所と名前が
確認できる証明書（運転免許証、健康保険証など）
をご本人がご持参のうえ、カウンターでお手続きく
ださい。町外の方も同様です。手続きは₅分程度です。

Ｑ２．読みたい本を探すには？
Ａ．カウンターのスタッフにおたずねください。また、
カウンターの隣にある検索用のパソコンもご利用く
ださい。購入してほしい本がある場合、リクエスト
サービスもご利用になれます。

Ｑ３．貸出日数はどのくらい？返却日を延長したいときは？
Ａ．一人５冊まで、２週間借りられます。貸出期間内
で、予約でお待ちの方
がいない場合に限り、
一回（₂週間）延長で
きます。お電話でも受
け付けますので、お気
軽にご利用ください。

学習スペース
勉強や調べ学習ができます。

わくわく

イベントスペース
おはなし広場や映
画上映会などを実
施します。

利用者の声

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
様
々
な
目
的
で

利
用
さ
れ
て
き
た
遊
佐
町
立
図
書
館
。
開

館
か
ら
２５
年
と
な
り
、
新
た
な
節
目
を
迎

え
ま
す
。
町
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
よ
り
町
民
に
親
し
ま

れ
利
用
さ
れ
る
体
制
づ
く
り
の
た
め
、
4

月
1
日
か
ら
図
書
館
運
営
に
民
間
の
活
力

を
い
た
だ
く
「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
導

入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
開
館
時
間
の
延
長
や
開
館

日
の
拡
大
な
ど
を
実
施
し
、
多
く
の
皆
様

に
ご
来
館
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

多
く
の
方
の
来
館
め
ざ
し
て

⃝祝日、毎月第₂・第₄月曜日
　の開館

⃝レファレンス（相談）サービス
　の充実

⃝開館時間の延長

サービスカウンター
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鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
　
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

「
日
本
海
と
大
地
が
つ
く
る 

水
と
命
の
循
環
」

《
第
16
回
》

に
か
ほ
市
を
つ
く
っ
た

岩
な
だ
れ

　

大
昔
の
こ
と
で
す
。
紀
元
前
4
6
6

年
の
冬
、
鳥
海
山
は
突
然
大
き
く
く
ず

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
鳥
海
山
は
大

き
く
北
に
え
ぐ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
は
、
屏
風
の
よ
う
に
切
り
立
っ
た
崖

と
な
っ
て
そ
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

崩
れ
た
土
砂
は
す
ぐ
に
ス
ー
ッ
と
流

れ
出
し
ま
し
た
。
ス
ム
ー
ズ
に
、
そ
し

て
も
の
す
ご
い
速
さ
で
す
。
そ
の
土
砂

は
25
㎞
離
れ
た
に
か
ほ
市
の
平
沢
地
区

に
、
た
っ
た
の
5
分
で
や
っ
て
き
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
幹
線
並
み
の

ス
ピ
ー
ド
で
す
ね
。

　

そ
の
土
砂
の
量
は
3
立
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
。
10
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
6
億
台
と

い
う
途
方
も
な
い
量
で
す
。
日
本
国
民

一
人
一
人
に
こ
の
土
砂
を
公
平
に
分
け

る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
も
れ

な
く
60
ト
ン
の
土
砂
を
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
土
砂
は
当
時
の
日
本
海
を
埋
め

た
て
、
象
潟
か
ら
平
沢
ま
で
広
が
る
、

に
か
ほ
市
民
の
住
む
平
ら
な
土
地
を
作

り
ま
し
た
。
に
か
ほ
市
で
は
、
水
田
や

工
場
の
周
り
に
直
径
数
十
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
の
小
さ
な
丘
が
点
々
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
丘
は
「
流
れ
山
」
と
い

っ
て
、
鳥
海
山
の
山
頂
に
あ
っ
た
溶
岩

が
粉
々
に
砕
け
た
も
の
が
中
に
入
っ
て

い
ま
す
。

　

芭
蕉
が
俳
句
を
詠
ん
だ
こ
と
で
有
名

な
象
潟
の
島
々
も「
流
れ
山
」で
す
。「
流

れ
山
」
の
島
々
が
点
々
と
す
る
湖
を
舟

で
回
っ
て
俳
句
を
詠
ん
だ
の
で
す
。

　

に
か
ほ
市
民
の
暮
ら
す
土
地
も
、
そ

の
美
し
い
風
景
も
、
鳥
海
山
が
つ
く
っ

た
も
の
な
の
で
す
。

●
問
／
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
構

想
推
進
協
議
会
事
務
局

　

☎
0
1
8
4-

62-

9
7
7
7

鳥海山と九十九島

〜
遊
佐
町
の
文
化
財
紹
介
〜

遊
佐
町
の
文
化
財
　
そ
の
16

や
さ
ら
―
人
形
の
民
俗
―

秋田大学教育文化学部
（火山地質学専門）
教授
林　信太郎 氏

　

町
内
の
樽
川
、
中
山
、
平
津
の
₃
集

落
に
伝
わ
る
「
や
さ
ら
」
は
、
災
厄
や

疫
病
を
神
と
し
て
祭
り
上
げ
、
む
ら
の

外
へ
追
い
、
そ
の
除
去
を
願
う
「
神
送

り
行
事
」
の
一
つ
で
す
。
樽
川
、
中
山

集
落
で
は
₄
月
₄
日
に
、
平
津
は
₄
月

の
第
一
土
曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

樽
川
、
中
山
で
は
、
や
さ
ら
人
形
は

各
家
庭
で
製
作
し
ま
す
。
藁
で
作
っ
た

３0
～
40
㎝
の
も
の
で
、
頭
に
椿
の
花
を

か
ん
ざ
し
に
し
、
ご
ち
そ
う
を
藁わ
ら

苞づ
と

に

入
れ
て
肩
に
か
け
さ
せ
、
青
竹
を
胴
に

さ
し
ま
す
。
行
事
の
主
体
は
子
ど
も
達

で
、
各
自
人
形
を
持
ち
、「
や
さ
ら
人

形
送
ん
ぜ　

ど
こ
ま
で
送
ん
ぜ　

佐
渡

島
ま
で
送
ん
ぜ
」
と
唄
い
な
が
ら
、
洗

沢
川
の
ほ
と
り
ま
で
運
び
ま
す
。
樽
川

で
は
人
形
を
川
に
投
げ
ま
す
が
、
中
山

で
は
川
の
土
手
に
人
形
を
立
て
る
の
が

特
徴
で
す
。

　

一
方
、
平
津
で
は
や
さ
ら
人
形
は
村

の
中
心
に
あ
る
皇
大
神
社
に
お
い
て
、

高
さ
約
₂
ｍ
、
幅
１
・
₅
ｍ
程
も
あ
る

も
の
を
１
体
製
作
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

こ
で
の
や
さ
ら
の
参
加
者
は
若
者
で
、

大
人
へ
の
加
入
儀
礼
に
あ
た
る
行
事
と

し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
神
社
境
内

で
ご
祈
祷
を
済
ま
せ
た
の
ち
、
夜
に
な

る
と
、
半は
ん

纏て
ん

姿
の
若
者
が
「
や
さ
ら
、

や
さ
ら
」
と
叫
び
な
が
ら
人
形
を
担
ぎ
、

村
内
を
一
巡
し
ま
す
。
か
つ
て
は
八
ツ

面
川
ま
で
運
び
、
流
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
流
さ
ず
に
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　
「
や
さ
ら
」
は
、
作
法
は
違
え
ど
、

病
気
や
災
い
事
を
人
形
に
持
ち
去
っ
て

も
ら
い
、
家
族
や
村
内
の
無
事
を
願
い

ま
す
。
農
耕
の
始
ま
り
に
先
立
つ
春
祭

り
と
し
て
地
域
に
定
着
し
て
い
る
、
情

緒
豊
か
な
民
俗
行
事
で
す
。

●
問
／
教
育
課
文
化
係
☎
72-

5
8
9
2

子育て世代のさらなる支援へ

やさら人形を運ぶ若者たち（平津集落）

〜ゆざっ子エンゼルサポート事業〜
　町では、将来的な人口ビジョン達成のための総合戦略として、平成２７年１０月
に「まち・ひと・しごと創生　遊佐町総合戦略」を策定しました。
　総合戦略では、将来にわたって、若者の定住を支援し、安心して子どもを産
み育てられる環境をつくっていくことを大きな柱の一つとしています。
　これまで妊婦健診や母子保健、子育て医療費無料化などを実施していました
が、平成２８年度より新たに、保育料の補助を行う「ゆざっ子エンゼルサポート
事業」を実施します。出産から子育てまできれめのない環境整備を行うことで、
子育ての町遊佐をめざします。

☆₃歳児以上の保育料を改正し、保護者の所得に応じて「₀円」もしくは「5,000円」とします。※₁

☆幼稚園利用児童の補助金を拡大し、保護者の保育料負担を「実質₀円」にします。※₂

☆一定所得以下の世帯を対象に、町が定める基準額を上限に給食費を補助します。※₃

☆多子軽減の範囲を拡大し、入園児童が同一保護者の18歳以下第₃子以降にあたる場合、保育料を
　「０円」とします。※₄

●事業対象となる利用施設／町内および町外の認定こども園・幼稚園・保育園
●実施時期／平成２8年₄月以降の保育料等について適用します。
●その他／₃歳未満の児童についても、年収約３６0万円以下の世帯で第２子に 
　　　　　あたる場合は、保育料が「１/₂」に減免されます。
●保育料等の案内について／
　認定こども園・保育園保育料は、₄月中旬に保護者の方に通知します。
　幼稚園等に係る補助金は、必要な手続き等について、対象児童の保護者の方
　に後日通知します。

　認定こども園・幼稚園・保育園利用者のための総合的な経済支援策です。
〇ゆざっ子エンゼルサポート事業とは

　※₁　₄月₁日時点で₃歳の児童が対象となります。年度途中に₃歳を迎える児童は翌年度から
　　　　対象になります。
　　　　₁号認定児童は「₀円」、₂号認定児童のうち第₁階層から第₃階層までが「₀円」第₄
　　　　階層以上を「5,000円」（第₂子「２,500円」）とします。
　※₂　₄月₁日時点で₃歳の児童が対象となります。
　　　　施設が設定する保育料が町の補助基準額を超える場合は、自己負担が生じます。
　※₃　認定こども園（教育）、幼稚園利用児童が対象となります。
　※₄　18才に達した日以降、最初の₄月１日を迎えた児童は多子計算の対象外となります。
●問／健康福祉課福祉子育て支援係　☎7２-5897
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　₃月₃日、酒田警察署において、酒田警察署・酒
田市・遊佐町の₃者による「防災行政無線運用に関
する覚書」が締結されました。
　これは、昨年₉月に埼玉県で発生した重要凶悪事
件を教訓として、防災行政無線を災害だけでなく事
件手配でも活用できるようにしたもの。住民の皆様
への防犯警戒広報をいち早く行い、安全を守るため
に運用してまいります。

女
性
・
若
者
・
外
国
人
を

取
り
こ
む
工
夫
を

…
遊
佐
P
A
T
計
画
検
討
委

　
員
会
報
告
会
・
講
演
会

防犯情報もいち早く
…防災行政無線運用に関する覚書の締結

　₃月₉日、庄内風力発電㈱代表取締役　前川聡氏と、
㈱庄内環境エネルギー代表取締役　加藤聡氏より、再生
可能エネルギーによる社会貢献事業のひとつとして、合
計600万円の寄付をいただきました。
　庄内風力発電㈱は十里塚地区において、庄内環境エネ
ルギー㈱は白木地区において、風力発電事業を行ってい
ます。いただいたお金は環境保全事業に活用いたします。

環境保全に役立てます
…寄付金受領

認
知
症
の
方
と
家
族
を
支
え
た
い
…
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

異次元の世界へようこそ

旧青山本邸華やかに

特産品せいぞろい

　₂月２1日、生涯学習センターでおばけやしきが
開催されました。様々な仕掛けが用意された手作
りセットの世界を、子どもたちは怖がりながらも
楽しそうに体験していました。

　₂月1６日より、旧青山本邸でひな祭り展が行わ
れました。青山家や町内の旧家に伝わるお雛様を
はじめ、創作雛や、１月中に実施した傘福制作体
験の作品が飾られ、館内を華やかに彩りました。
展示期間は₄月₃日までです。

　₃月1２日、ショッピングセンターエルパで特産
品フェアが開催されました。訪れた人はずらりと
並んだ約55品の特産品を、興味深そうな様子で購
入していました。

　

₃
月
₂
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

「
遊
佐
町
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
研
修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ

た
あ
と
の
活
動
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と

開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
朝
日
町
立
病
院

作
業
療
法
士
の
清
野
秀
敏
氏
が
、「
認

知
症
の
方
と
家
族
を
支
え
る
た
め
に
地

域
で
で
き
る
こ
と
」
と
題
し
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
講
演
で
は
「
認
知
症
の

進
行
を
抑
え
る
た
め
に
は
人
と
の
交
流

な
ど
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
」「
で
き

な
い
こ
と
を
責
め
な
い
こ
と
、
で
き
る

は
ず
の
こ
と
を
奪
わ
な
い
こ
と
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
湧
水
の
ま
ち
」を
P
R
…
里
の
名
水
・
や
ま
が
た
百
選

　
に
選
出

　

₂
月
28
日
、
遊
佐
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
タ
ウ
ン
（
以
下
P
A
T
）
計
画
検
討

委
員
会
の
報
告
会
お
よ
び
講
演
会
が
パ

レ
ス
舞
鶴
で
行
わ
れ
、
約
70
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
昨
年
12
月
に
町
へ
提

出
し
た
意
見
書
に
つ
い
て
、
同
委
員
会

副
委
員
長
の
太
田
薫
氏
が
解
説
。
整
備

場
所
を
遊
佐
鳥
海
IC（
仮
称
）の
東
側
、

施
設
規
模
は
３
0
，
0
０
０
㎡
が
望
ま

し
い
と
し
た
こ
と
、
P
A
T
に
求
め
ら

れ
る
機
能
に
つ
い
て
は
、
ト
イ
レ
や
無

料W
i-Fi

、
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
、

観
光
案
内
の
ほ
か
、
イ
ワ
ガ
キ
な
ど
を

販
売
す
る
産
直
や
お
土
産
売
り
場
、
防

災
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
た
め
の
防
災

ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど

を
挙
げ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
講
演
会
で
は
、
神
戸
国
際

大
経
済
学
部
の
中
村
智
彦
教
授
が
「
地

域
経
済
活
性
化
と
遊
佐
Ｐ
Ａ
Ｔ
の
経
営

戦
略
」
と
題
し
て
講
演
。
P
A
T
が
平

成
31
年
ご
ろ
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
「
人
口
減
少
、
高
齢
化

に
よ
り
経
済
動
向
は
今
後
確
実
に
変
わ

っ
て
い
く
。
完
成
ま
で
時
間
が
あ
る
の

で
、
状
況
を
み
な
が
ら
、
過
剰
投
資
と

な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
整
備
や
商
品
開

発
に
あ
た
っ
て
は
女
性
や
若
者
、
外
国

人
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
や
、
カ

キ
な
ど
目
玉
商
品
が
な
い
時
期
に
は
、

普
段
食
べ
て
い
る
も
の
を
売
る
こ
と
も

大
切
と
話
し
ま
し
た
。

　

P
A
T
の
整
備
に
む
け
て
、
平
成
28

年
度
は
整
備
場
所
の
測
量
や
埋
蔵
文
化

財
の
有
無
を
調
べ
る
試
掘
調
査
を
行
う

予
定
で
す
。

　

₃
月
１
日
、
県
が
募
集
し
た
「
里
の

名
水
・
や
ま
が
た
百
選
」
に
、
胴
腹
滝
、

さ
ん
ゆ
う
敷
地
内
の
「
鳥
海
三
神
の

水
」、
女
鹿
集
落
内
の
「
神か
み

泉こ

の
水
」

の
₃
つ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
県
内
の
優
れ
た
湧
水
等

を
県
内
外
に
P
R
し
よ
う
と
行
わ
れ
た

も
の
で
、
初
め
て
の
募
集
と
な
っ
た
今

回
は
13
カ
所
が
選
ば
れ
、
本
町
か
ら
は

₃
カ
所
が
選
出
。
町
の
代
表
と
し
て
胴

腹
滝
を
先
祖
代
々
管
理
し
て
き
た
と
い

う
高
橋
光
弘
さ
ん
が
、
県
知
事
よ
り
選

定
書
を
受
領
し
ま
し
た
。
町
で
は
今
後

定
住
施
策
な
ど
で
積
極
的
に
P
R
し
て

ま
い
り
ま
す
。
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まぢcafe（カフェ） きてみねがぁ〜
　遊佐まちづくりセンター（生涯学習センター１階）では、毎
週金曜日午前中「まぢcaf 'e 」を開設しています。オレンジのネオ
ンの扉を開けると…やっているのはお茶飲みしながらの“しな
べずり”。遊佐の昔の話や「おらほの“まぢ”をどうへばいが」「今
日のばんげのごっつぉ何すっで」など、内容も様々です。
　みんなど話してっど、いいごど思いつくがし…どうが、寄て
みでください。
※祝日・行事のある日はお休みです。
●問／遊佐地域づくり協議会　☎72-2120

集落支援員だより「空き家実態調査」が終了しました
　昨年末から実施してまいりました空き家の調査を、無事に終える
ことができました。区長さんをはじめ、地域の皆様には、年末年始
の忙しい時期に多大なるご協力をいただきました。本当にありがと
うございました。
　調査と並行して「空き家バンク」への登録促進も行ってきました
が、登録は順調に進んでおり、ホームページに順次掲載しています。
町内の方にも大いに利用していただきたいと思います。

■一言／実家の農業を継いで₂年目になり
ます。以前は関東で機械のメンテナンスの
仕事をしていましたが、農業の担い手も減
っていますし、小さいころから手伝ってき
て作業内容がわかることもあり、就農する
ため帰ってきました。一番好きな作物はパ
プリカ。１〜₂週間で大きくなるため、成
長を見るのが楽しみです。今後はトラクタ
ーを公道で運転するために必要な大型特殊
免許や、けん引免許、フォークリフトの資
格を取りたいと思います。
　趣味はネコの世話。飼い猫₂匹のほか、
ノラネコもよくやってきます。また、温泉
も好きで、仕事後にあぽんやゆりんこに入
りに行きます。
　好きなタイプは、健康で料理ができる人。
30歳までには結婚できればと思います。
■町への要望／駅周辺がにぎやかになって
くれれば。喫茶店等があれば活発になるの
ではと思います。

齋藤瞭太郎さん（大谷地）
Ryotaro Saito

平成₃年生まれ

きらっと
　　  ・ナウ

農業を継いでいます

集落支援員　若狭俊一／加藤俊和　☎72-3981　ＦＡＸ0234-28-8445（集落支援員事務所：Ａコープ₂階）
₂月に登録された空き家

遊佐

　

2
月
27
日
、
遊
佐
小
学
校
体
育
館
に

て
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ク
ラ
ブ 

「
遊
＇s（
ゆ
ず
）」
が
企
画
し
た
「
冬
季

遊
＇s
リ
ン
ピ
ッ
ク
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
行
わ
れ
た
の
は
、
平
成
28
年

度
開
催
の
「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
で

も
行
わ
れ
る
、
チ
ー
ム
対
抗
戦
の
「
室

内
雪
合
戦
」
と
、
ク
イ
ズ
の
正
解
が
書

ゆっくりしていての〜

おたより大募集！
日ごろ感じていることや心温まるエピソード、広報の感想など、
あなたの声をお寄せください！ご投稿は投書ハガキでどうぞ。
●問／企画課企画係　☎72-4523

日
常
き
り
と
る
短
歌
作
品

…
ユ
ネ
ス
コ
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

　

酒
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
と
酒
田
短
歌
会

が
実
施
す
る
「
酒
田
飽
海
地
区
小
中
学

生　

ユ
ネ
ス
コ
短
歌
」
に
お
い
て
、
高

瀬
小
学
校
で
い
ず
れ
も
₆
年
生
の
佐
々

木
悠
輔
く
ん
が
特
選
、
佐
藤
元
美
さ
ん

（
写
真
）、
佐
藤
里
胡
さ
ん
が
佳
作
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
全
３
０
８
首
の
応

募
が
あ
り
、
う
ち
20
首
が
入
選
。
佐
々

１
年
間
の
努
力
を
表
彰

…
遊
佐
町
児
童
生
徒
教
職
員
表
彰
式

　

₃
月
１
日
、
平
成
27
年
度
遊
佐
町
児

童
生
徒
教
職
員
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
今
年
度
１
年
間
、顕
著
な
活
動

を
行
っ
た
児
童
生
徒・教
職
員
に
対
し
行

わ
れ
る
も
の
で
、今
年
度
は
計
₆
人
が
受

賞
し
ま
し
た
。ま
た
、学
校
研
究
発
表
感

謝
状
が
遊
佐
小
学
校
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

※
受
賞
者
（
敬
称
略
）：【
児
童
・
生
徒

の
部
】
阿
部
時
史
、
髙
橋
乃
愛
（
以
上

遊
佐
小
₆
年
）、
飴
屋
芙
虹
乃
、
鈴
木

碧（
以
上
遊
佐
中
₂
年
）【
教
職
員
の
部
】

藤
山
直
彦
、池
田
朱
美
（
以
上
吹
浦
小
）

　

₂
月
22
日
、「
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
応

援
給
食
」が
藤
崎
小
学
校
で
行
わ
れ
、₂

年
生
と
₆
年
生
が
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
デ
ィ
ー
オ

く
ん
」と
一
緒
に
給
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

給
食
後
は
全
校
児
童
を
対
象
に
モ
ン

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦

…
「
冬
季
遊
＇s
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

元
気
な
身
体
は
食
事
が
大
事

…
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
応
援
給
食

テ
デ
ィ
オ
山
形
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
で
は
、
選

手
た
ち
が
好
き
嫌
い
な
く
色
々
な
も
の

を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
る
と
紹
介
し
、
栄

養
満
点
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
が
元
気

な
身
体
を
つ
く
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

か
れ
た
旗
を
取
る
「
フ

ラ
ッ
グ
競
技
」
の
二
つ
。

当
日
は
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
約
40
名
が
参
加

し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
人
と
繋
が
る
こ
と
の

楽
し
さ
、
ク
ラ
ブ
の
楽

し
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

₃
月
12
日
、
遊
佐
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協

議
会
に
よ
る
「
平
成
27
年
度
遊
佐
元
気

の
ち
か
ら
づ
く
り
成
果
報
告
会
」
が
、

パ
レ
ス
舞
鶴
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
地
域
資
源
の
活
用
や
定
住
対

策
な
ど
の
地
域
活
性
化
の
取
組
み
を
共

有
し
よ
う
と
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
会

で
は
同
協
議
会
が
実
施
し
た
求
職
者
の

就
職
促
進
事
業
や
、
集
落
支
援
員
・
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

１
年
間
の
活
動
成
果
を
共
有

…
元
気
の
ち
か
ら
づ
く
り
成
果
報
告
会

木
く
ん
は
「
お
姉
ち
ゃ
ん
優
し
く
進
化

お
か
し
い
な
嬉
し
さ
半
分
不
思
議
さ
半

分
」、
元
美
さ
ん
は
「
真
っ
白
な
雪
に

最
初
の
あ
と
つ
け
て
見
わ
た
し
て
み
る

と
た
く
さ
ん
の
私
」、里
胡
さ
ん
は
「
登

校
で
道
が
凍
っ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
み
ん
な

で
笑
い
寒
さ
が
と
ん
だ
」
と
い
う
作
品

で
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

※本事業はスポーツ振興くじ助成
　金を受けて実施しています。

'
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今
年
度
も

応
援
し
ま
す
！

定
住
住
宅
新
築・物
件
購
入・リ
フ
ォ
ー
ム

住宅リフォーム資金利子補給制度 リフォームローンの利子の一部を町が負担します‼

●受付時期／₄月11日㈪〜
●対象工事／
　○持家住宅等の増改築工事、リフォーム工事、

給排水工事、下水道接続工事、部分補強・省
エネ化・バリアフリー化・県産木材使用・克
雪化工事、耐震改修工事等

　○持家住宅等の附属建物（基礎と周壁を有する
もの（例）車庫、物置等）の新築工事

　○持家住宅等の外溝工事（門、塀、造園等）
●利子補給制度を受けられる方／次のすべてに該

当する方
　○借入金の返済が確実にできる方
　○町と取扱金融機関の審査に合格した方

　○他の併用できない助成制度を利用しない方
　○町税等の滞納がない方（同居者も含む）
　※工事着工後・完成後の申込みはできません。
●利子補給制度の内容／
　○融資額：20万円から300万円まで（10万円単位）
　○利　率：年2.5％以内（町で2.5％以内利子補給）
　○貸付時期：町の工事完了検査合格後、取扱金

融機関と貸付契約を締結後
　○返済方法：原則として、元金均等の毎月返済
　○返済期間：₇年以内
　○債権保全等：取扱金融機関の定めによります。

（連帯保証人が必要です。）

持家住宅リフォーム支援金 町内の業者に頼んで、住宅等を増改築・リフォームする場合に、工事費の一
部を補助します。今年度より下水道接続工事の補助率を優遇しております‼

●受付時期／
　○第₁回目：₄月11日㈪〜₇月29日㈮
　※ただし、予算に達し次第受付を終了する場合

があります。
　○第₂回目以降：申込状況によるため未定
●対象工事／
　○持家住宅等の増改築工事、リフォーム工事、

給排水工事、下水道等接続工事、部分補強・
省エネ化・バリアフリー化・県産木材使用・
克雪化工事等

　○持家住宅等の附属建物（（例）車庫、物置等）
の新築工事

●支援金の額／
　○工事費が20万円以上の工事が交付対象となり

ます。
　※ただし、下水道等接続工事を同時に行う場合

に限り10万円以上の工事が交付対象となります。
　○交付対象工事費の10％とし、補助額は万円未

満切り捨て。（ただし、補助額は100万円を上

限とします。）
　※下水道等接続工事を同時に行う場合は、交付

対象工事費100万円まで補助率20％、超える
部分については10％。

●支援金の交付を受けられる方／次のすべてに該
当する方

　○工事着手前であること。
　○工事の際、県内に本店がある町内業者と契約

する方（太陽光発電設備設置工事はこれに限
りません。）

　○リフォーム工事を実施する持家住宅等が下水
道、農道集落排水または合併浄化槽に接続さ
れている方または実績報告書の提出時までに
接続する予定である方。

　○他の併用できない助成制度を利用しない方
　○町税等の滞納がない方（同居者も含む）
　○平成29年₃月までに、工事実績報告書の提出

が可能な方
　※工事着工後・完成後の申込みはできません。

　

平
成
２８
年
度
、
遊
佐
町
で
は
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
増
改
築
、
耐
震
改
修
、

下
水
道
接
続
、
住
宅
の
新
築
・
建
て
替
え
、
中
古
・
新
築
建
売
住
宅
の
購
入
、

ア
パ
ー
ト
等
の
建
設
に
関
し
て
次
の
支
援
制
度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
着
工
前
の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。
各
種
支
援
制
度

は
、
予
算
に
達
し
た
場
合
等
に
よ
り
第
1
回
目
終
了
日
前
に
終
了
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
の
際
に
は
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

定住住宅新築支援金
町内に定住するために住宅を新築・建替えする場合に工事費の一部を補助します！

新居を建設したい、または建替えたい！家を増改築・リフォームしたい！

●受付時期／₄月₁日㈮〜予算の限り
●対象工事／定住を目的とした専用住宅・併用住宅を新築・建替

え工事
※別荘等の一時使用目的の建物、建売目的の建物等は対象となり

ません。
●支援金の額／建設工事費で10万円単位が交付対象となります。

交付対象工事費の10％（ただし、100万円を上限とします。）
※建主が満40歳未満の方、移住者の方は120万円を上限とします。
●支援金の交付を受けられる方／
　次のすべてに該当する方
　○完成後、この住宅に住むことが確実な方
　○他の併用できない助成制度を利用しない方
　○町税等の滞納がない方
※工事着工後・完成後の申込みはできません。

各支援制度の具体的な内容・必要な書類等はパンフレット等も作成しています。
内容を詳しく知りたい方は、町のホームページをご覧いただくか、または直接下記までお問合せください。
●問・申込み／地域生活課管理係　☎７２−５８８３（直通）

〜
平
成
28
年
度 

遊
佐
町
の
住
宅
支
援
制
度 

概
要
〜

定住賃貸住宅新築支援金
町内で賃貸アパート等を建設する大家さんを応援します！

賃貸アパートを建設したい！

●受付時期／₄月₁日㈮〜予算の限り
●対象工事／賃貸アパート・マンション・貸家の新築工事
●支援金の額／入居戸数１戸あたり120万円（ただし、1000万円を上限とします。）
●支援金の交付を受けられる方／次のすべてに該当する方
　○完成後、賃貸物件として広く入居者を募集することが確実な方
　○他の併用できない助成制度を利用しない方
　○町税等の滞納がない方
※工事着工後・完成後の申込みはできません。

定住住宅取得支援金
町内に定住するために中古住宅・建売住宅を取得する場合に購入費の一部を補助します！

中古住宅や建売住宅を購入したい！

●受付時期／₄月₁日㈮〜予算の限り
●対象となる取得／定住を目的とした中古住宅・新築建売住宅の購入
●支援金の額／取得費で10万円単位が交付対象となります。交付対象取得費の10％
（ただし、100万円を上限とします。）

※買主が満40歳未満の方、移住者の方は120万円を上限とします。
●支援金の交付を受けられる方／次のすべてに該当する方
　○平成27年₄月₁日以降に住宅の売買契約を締結した方、もしくはこれからする

予定の方。
　○取得した住宅に平成28年₄月１日以降住所異動し、定住意向がある方
　○他の併用できない助成制度を利用しない方
　○町税等の滞納がない方
※取得支援金は、転居前の申請となります。取得予定物件が支援金の対象となるか、

ご確認ください。
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スクールバス運転手
(非常勤職員)募集

　野外焼却（野焼き）は、悪臭や煙による近隣住民
とのトラブルを誘発するだけでなく、環境面からも
ダイオキシン類などの有害物質を発生させ、人の健
康への影響が心配されることから、法律で禁止され
ています。違反者には「₅年以下の懲役若しくは
1000万円以下の罰金」が科されます。
　ただし、歳の神（どんと焼き）、農業等に伴う剪
定した枝、農作物の枯れた物などは例外とされてい
ますが、安全配慮の面から消防署へ届け出てください。
　ごみは野焼きをせずに、定められた処理方法で適
正に処理しましょう。
●問／地域生活課環境係　☎7２-5８８1
　　　消防署遊佐分署　☎7２-4100

小規模工事等契約希望者の登録受付け

廃棄物の野焼きは
法律で禁止されています

①住所地の交番・駐在所での手続きが可能になります
　交番・駐在所での手続きには、事前申込みが必
要です。また、書類作成のため数回（最低₂回）
交番等へ来所していただきます。
●受付時間／午前₉時〜午後₃時（平日）
●事前申込み／
　遊佐・稲川地区：遊佐交番　☎7２-33２２
　蕨岡地区：蕨岡駐在所　☎7２-２404
　西遊佐地区：西遊佐駐在所　☎76-２303
　高瀬地区：高瀬駐在所　☎7２-２343
　吹浦地区：吹浦駐在所　☎77-２510

●業務内容／スクールバスの運転
●募集人員／１人
●応募要件／大型自動車一種免許以上を有する、昭

和26年₄月₂日以降に生まれた方で、健康な方
●任用期間／平成28年₅月₁日〜平成29年₃月31日
※勤務成績によっては、次年度以降の更新あり
●待遇／月額給料　193,100円
　勤務時間　₁日₇時間15分（₁週36時間15分）
各種社会保険加入、その他、遊佐町一般職の非常勤
職員の給与及び勤務条件に関する規則に基づきます。
●申込時提出書類／
　①平成28年度遊佐町非常勤職員（自動車運転手）

申込書
　②履歴書（専用用紙、写真添付）
　③運転免許証の写し（両面）
●受付期間／₄月₁日㈮〜₄月11日㈪
　書類は教育課にて設置しております。また、遊佐
町のホームページからダウンロードもできます。
●問・申込み／教育課総務学事係　☎7２−5８91 　平成28年度軽自動車税の減免申請をされる方は、

次の要領により、期限内に手続き願います。
●申請期限／
　₄月25日㈪　午後₅時15分まで
●申請先／町民課課税係
●申請時に必要なもの／
・印鑑
・運転する方の運転免許証
　※運転者は原則として障がい者ご本人かご家族に

限ります。障がい者のみの世帯の場合は、常時介
護者を運転者とすることができます。

・自動車車検証(車検証)の写し
・身体障害者手帳・戦傷病者手帳・療育手帳・精神

障害者保健福祉手帳
●注意事項／
・申請は、一人₁台に限ります。（普通自動車税と

の重複は不可）
・減免の対象となる車両は、障がい者ご本人名義の

ものに限ります。（車検証の所有者氏名をご確認
ください。）ただし、精神障がい者の方や満18歳
未満の身体障がい者の方と生計を一にしている場
合は、ご家族名義の車両を申請することができます。
●問／町民課課税係　☎7２-5８76

運転免許証の自主返納をお考えの方へ
②代理人による自主返納申請手続きが可能になります
　本人自筆の委任状が必要となります。必ず事前
に酒田警察署または山形県総合交通安全センター
へご確認ください。
※交番・駐在所での代理申請はできませんのでご

注意ください。
●問／酒田警察署　☎２3-0110
　山形県総合交通安全センター　☎0２3-655-２150
◎遊佐町運転免許証自主返納促進事業（タクシー

利用券の交付）をご希望される方は、返納手続
き完了後に危機管理係にてお手続きください。
●問／危機管理係　☎7２-5８95

面接・実地試験
●試験日時／₄月中旬予定
※日時・会場等の詳細については、後日連絡します。

平成28年度
山火事予防運動を実施します

　春は空気が乾燥し山火事が発生しやすくなります。
安全な生活が送れるよう、次の点にご注意をお願い
します。
○枯草など燃えやすいものがある場所、強風時や乾

燥時はたき火をしない。
○たばこは決められた場所で喫煙し、吸い殻は投げ

捨てしない。
●問／庄内総合支庁森林整備課　☎0２35-66-55２7

鍼・灸・マッサージ施術費の助成
　高齢者の健康保持や心身のやすらぎを図るため、
鍼・灸・マッサージ等の治療時に使用できる助成券
を交付しています。
●対象者／平成28年度において、満70歳以上の方
●申込み方法／印鑑を持参し福祉子育て支援係へお

いでください。
●問／健康福祉課福祉子育て支援係　☎7２-5８８4

春の火災予防運動
『無防備な心に火災がかくれんぼ』（全国統一標語）

○住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
　【₃つの習慣】
　・寝たばこは、絶対にやめる。
　・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で

使用する。
　・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火

を消す。
　【₄つの対策】
　・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設

置する。
　・寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐため

に、防炎品を使用する。
　・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器

等を設置する。
　・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣

近所の協力体制をつくる。
○放火を防ぐためには個人と地域の協力が大切です
　 　 全国では、「放火」による火災が10年以上連続し

第１位です。管内でも、「放火」または「放火の疑い」
を原因とする火災が毎年発生しています。

　　個人、地域それぞれが協力し、放火されない環
境をつくりましょう。

○事業所など多数の人が出入する建物における防火
対策の徹底

　　出火防止を心がけ避難施設や消防用設備などの
維持管理を適正に行い、防火管理体制の充実、防
火安全対策の徹底を図りましょう。

○電化製品の管理、配線などに気配りを
　　電化製品の老朽化や、配線などの折れ曲がりな

どが原因で火災が発生することもあります。異常
を感じたら専門の資格を持つ方などに相談し安全
を確認してください。

　　また、電気配線などが家具の下敷きになってい
ないかなど気配りをしましょう。

○大切な自然を守るために
　　林野火災を防ぐためにたき火はしないでくださ

い。また、たばこの吸い殻は携帯用の灰皿などで
確実に処理しましょう。

●問／酒田地区広域行政組合消防本部予防課
　☎61−7113

　春は空気が乾燥し火災が発生しやすい季節です。
また、今年は焼死者を伴う火災が多くなっておりま
す。火の取り扱いには十分注意しましょう。

軽自動車税の減免申請を

　町では次のような運動を行います。くれぐれ
も火の用心をお願いします。
　⑴サイレンの吹鳴、消防団員による半鐘打鳴・

防火アナウンス
　　●実施期間／₄月₉日㈯〜15日㈮
　　　　　　　　午前₇時、午後₇時（１日₂回）
　⑵消防自動車の防火パレード
　　遊佐町役場を出発し、町内全域を消防自動

車が巡回広報します。
　　●日時／₄月₃日㈰　午前₉時〜

期間：₄月₉日㈯〜22日㈮

　町では、小規模工事等（概ね100万円以下の工事
や修繕）の受注機会の拡大を図るため、小規模工事
等契約希望者登録制度を実施しています。
　平成28年度〜29年度については、₄月₁日〜₄月
28日の期間（土日祝日を除く午前₉時〜午後₅時ま
で）で登録申請を受付けします。継続を希望する方
も申請が必要となります。なお、受付期間終了後も
随時登録申請を受け付けております。
　申請の際は登録申請書と納税証明書が必要です。
詳しくは町ホ−ムペ−ジをご覧いただくか、下記ま
でご連絡ください。
●問／総務課財政係　☎7２-5８８0
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　₂月27日に「冬限定『おくのほそ道』をゆく〜
ジオサイトで歴史と冬を堪能モニターツアー〜」
を行いました。15名の方に参加していただき、ガ
イドの畠中裕之さんの案内により、松尾芭蕉が歩
いたであろう道を歩きました。吹浦地区、三崎公
園、象潟へ移動し、散策及び見学を楽しんだ後、
昼食・温泉で疲れを癒していただきました。当日
は晴天に恵まれ気持ちの良い気候のもと、詳しく
丁寧で楽しいガイドのおかげで、参加された皆様
も楽しんでいただけたようでした。また楽しんで

遊佐ブランド推進協議会とは？
　地域資源を活かし、元気で活力あるまちづくりのため
に意欲的に取り組む活動を促進するため、地域ブラン
ドの形成、特産品や観光・旅行等商品の開発・支援、
雇用創出のための各種セミナー等に取り組んでおります。

いただけるモニターツアーを考えたいと思います
ので、ぜひご参加ください。
●問／遊佐ブランド推進協議会／遊佐町創業支援

センター　遊佐町遊佐字広表₆−１　（Ａコー
プゆざ店₂階）　☎／FAX：7２-3966　E-mail：
info@yuza-brand.jp　HP、FBページあります

　→「遊佐ブランド」で検索

　子どもたちの発達支援について、親子で一緒に遊
びながら、お子さんの興味や楽しみ、やりとりが広が
るよう「すてっぷ」の専門スタッフがサポートします。
●相談／来所、電話相談のどちらでも可能です。１

時間程度で、日時は希望に応じます。
●遊びのひろば／親子でゆったり遊ぶ会です。
　日時：毎月第₃日曜日　午前10時〜11時30分
●問・申込み／山形県立鳥海学園　こども発達相談

担当　☎75-3334　FAX75-3８7２
　受付：月曜〜金曜　午前₉時〜午後₅時　

　遊佐ノ市では、遊佐町と友好都市である東京都豊
島区にて、遊佐町産の野菜・特産品を定期直売して
います。現在、農産物・特産品の生産者を募集して
います。
　ご自慢の商品を首都圏のみなさまへ直接販売して
みませんか。
●問／遊佐ブランド推進協議会（Aコープゆざ店₂階）
　☎・FAX7２-3966

こんにちは！遊佐ブランド推進協議会です

―土門拳 日本リアリズムの巨匠―
第34回三川町菜の花まつり

楯山公園桜まつり

鼠ケ関大漁旗フェスティバル

酒田 三川

庄内

鶴岡

　日本とイタリアの国交開設から150年目となる今年、
ローマ市で土門拳写真展が開催されます。これに合わ
せて、土門拳記念館でも同じ内容で展示を開催します。
●会期／₄月13日㈬〜₇月10日㈰（会期中無休）
●時間／午前₉時〜午後₅時
●入館料／一般430円、高校・大学生210円、中学生以

下無料（20人以上団体割引あり）
●問／土門拳記念館　☎31-00２８

　今年の菜の花まつりでは、「菜の花娘写真撮影会」のほ
か、巨大なバルーンに入って水上を移動するアクショ
ン「田んぼであそぼう」やキラリボシの試食などを行います。
●日時／₅月₅日（木・祝）　午前₉時30分〜午後₃時
●場所／いろり火の里周辺
●内容／菜の花DANCEフェスタ、菜の花娘写真撮影

会、菜の花むちゅめ大集合、田んぼであそぼう、ご
当地キャラクター大集合、特産品販売など

●費用／入場無料（一部有料あり）
●問／三川町菜の花まつり実行委員会事務局（三川町

観光協会）☎0２35-66-4656

●日時／₅月₄日（水・祝）　午前₉時〜午後₂時30分
●会場／鼠ケ関港
●内容／鮮魚販売（午前10時から）、鼠ケ関辨天太鼓

上演、漁船クルージング（先着300人・乗船料500円）、
魚のつかみどり（小学生限定・参加無料）、エビ汁
やイカの一夜干し等の出店コーナーなど

●問／山形県漁協念珠関総括支所　☎0２35-44-２100

●日時／₄月23日㈯〜24日㈰　午前11時〜午後₄時
●場所／楯山公園（庄内町狩川地内）
●内容／鰊・豚のあぶり焼きの販売、各種売店、楯山野音

フェス（23日午後₃時〜）、スタンプラリーの開催など
○1，000円前売券発売中！（鰊または豚のあぶり焼き、缶

ビール、買物券、空くじなしの抽選券のセットです）
　販売所：クラッセ、庄内町商工会本所・立川支所、
　　　　　役場立川庁舎（１階商工観光課）
●問／庄内町観光協会　☎4２−２9２２

三崎公園古道にて

日本海総合病院・酒田医療センター
職員採用試験

こども発達相談　すてっぷ遊佐ノ市の会　会員・協力農家募集

始まります！ゆざ健康マイレージ事業
　今年度より、町民の皆さんの健康づくりを支援
する取り組みの一つとして「ゆざ健康マイレージ
事業」が始まります。
　「ゆざ健康マイレージ事業」は町民の皆さん一
人ひとりが、楽しみながら自主的に健康づくりに
取り組むきっかけになるよう実施するものです。
健康診断の受診・健康教室への参加・禁煙チャレ
ンジなど、健康づくりに関する取り組みごとにポ
イントが貯まります。20ポイント貯まった方は、
もれなく商品券と、県内の協力店で様々なサービス
が受けられる「やまがた健康づくり応援カード」が
もらえます。さらに、抽選で豪華賞品が当たります！
Ｑ参加の対象は？
Ａ：20歳以上の町民であればどなたでも参加でき

ます。（平成29年₃月31日時点の満年齢）
Ｑ：ポイントカードはどこでもらえますか？
Ａ：防災センター１階 健康支援係窓口、その他、

町で行う健診結果説明会・各種健康教室等で
発行します。（発行は平成28年₄月₁日から）

Ｑ：ポイントはどのようにしてもらうのですか？

　仙台国税局では、バイタリティーあふれる税務職
員を募集しています。
　国税専門官は、国の財政を支える重要な仕事を担
い、税務署等において、調査・徴収・検査や指導な
どを行う税務のスペシャリストです。
●受験資格／
　１　昭和61年₄月₂日から平成₇年₄月１日生まれの者
　２　平成７年４月２日以降生まれの者で次に掲げるもの
　⑴大学を卒業した者および平成29年３月までに大

学を卒業する見込みの者
　⑵人事院が⑴に掲げる者と同等の資格があると認

める者
●受験申込受付期間
　○インターネット：平成28年₄月１日㈮から４月

13日㈬まで
　○郵送または持参：平成28年₄月１日㈮から４月

₄日㈪まで
●受験申込方法／受検申込みは原則インターネット

申込みとする。郵送または持参用受験申込書の請
求は、最寄りの税務署、仙台国税局人事第二課ま
たは人事院東北事務局へ行う。
●第１次試験日／₅月29日㈰
●問／仙台国税局人事第二課試験研修係
　☎0２２−２63−1111　内線3２36

●採用時期／平成28年₆月
●勤務地／日本海総合病院または酒田医療センター

のいずれか
●募集職種／①薬剤師　②言語聴覚士
●採用予定人数／①②とも若干名
●受験資格／
①昭和51年₄月₂日以降に生まれた方で、薬剤師免

許を有する方、または第101回薬剤師国家試験に
合格した方

②昭和51年₄月₂日以降に生まれた方で、言語聴覚
士免許を有する方、または第1８回言語聴覚士国家
試験に合格した方
●試験日／₄月23日㈯
●申込み期間／₃月₇日㈪〜₄月15日㈮の午前₈時

30分〜午後₅時15分（土曜・日曜、祝日を除く）
に日本海総合病院総務課へ郵送または持参

※受験案内は日本海総合病院および酒田医療センタ
ーにあるほか、同病院機構ホームページからもダ
ウンロードできます。

※詳しくは受験案内（受験申込書付き）をご覧くだ
さい。
●問／地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構　

法人管理部総務課　☎２6-２001

ポ イ ン ト を 貯 め て 健 康 づ く り

Ａ：健康教室や健診結果説明会等に参加するとそ
の場でポイントカードに押印します。健診等
の場合は、健康支援係窓口にポイントカード
と健診結果票をご持参いただければ、ポイン
トカードに押印します。

Ｑ：ポイントが20ポイント貯まったらどうするの
ですか？

Ａ：ポイントカードを防災センター１階健康支援
係窓口へご持参ください。「やまがた健康づ
くり応援カード」、商品券と交換いたします。
さらに、年度末に抽選で豪華賞品が当たります。

Ｑ：「やまがた健康づくり応援カード」の協力店
はどこですか？

Ａ：山形県のホームページの他、健康支援係窓口
でお知らせします。

　　　皆さん楽しみながら健康づくりに取り組ん
でみましょう！　

※事業内容やポイントについての詳細は、折込チ
ラシをご覧ください。
●問／健康福祉課健康支援係　☎7２-4111

平成28年度　国家公務員
「国税専門官採用試験」（大学卒業程度）

Domon Ken. Il Maestro del Realismo Giapponese
〜踊る♪ 食べる♪ 遊ぶ♪ ワクワクテーマパーク♪

にしん
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▪雇用の広場

広
告

台
花
持
ち
参
加
者
募
集

▼
内
容
／
吹
浦
祭
り
に
花
を
添
え
る
台

花
持
ち
。
着
飾
っ
た
子
ど
も
達
が
祭

り
の
行
列
と
一
緒
に
吹
浦
の
町
を
歩

き
ま
す
。
吹
浦
地
区
に
限
ら
ず
多
く

の
子
ど
も
達
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時
／
₅
月
₅
日（
木
・
祝
）

　

午
後
1
時
30
分
～

※
午
後
₀
時
20
分 
大
物
忌
神
社
斎
館

集
合

▼
料
金
／
３
，7
０
０
円（
台
花
料
と
し
て
）

▼
対
象
／
幼
稚
園
・
保
育
園
年
長
・
小

学
1
年
く
ら
い

※
約
₃
・
5
キ
ロ
の
行
程
を
2
時
間
か

け
て
歩
き
ま
す
。

▼
申
込
み
締
切
／
₄
月
15
日
㈮

▼
問
・
申
込
み
／
横
町
三
区
長　

鳴
瀬　

☎
77-

3
0
3
3

　

し
い
た
け
を
自
分
の
手
で
植
菌
し
、

そ
の
原
木
の
オ
ー
ナ
ー
に
。
植
菌
後
、

そ
ば
打
ち
体
験
を
し
て
美
味
し
い
そ
ば

を
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
期
日
／
４
月
17
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

▼
場
所
／
し
ら
い
自
然
館

▼
定
員
／
２0
名

▼
受
講
料
／
３
，
５
０
０
円
（
原
木
一

本
・
菌
な
ど
の
材
料
費
、
そ
ば
打
ち

体
験
料
を
含
む
）

▼
持
ち
物
／
軍
手
、タ
オ
ル
、エ
プ
ロ
ン
な
ど

▼
申
込
締
切
／
４
月
12
日
㈫

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
問
・
申
込
み
／
し
ら
い
自
然
館
内　

鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾
推
進
協
議
会

事
務
局　

☎
7２-

２
０
６
９

『
鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾
』

孟
宗
掘
り
体
験
と
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

　

旬
の
孟
宗
を
自
分
の
手
で
掘
り
、
孟

宗
汁
を
作
り
ま
す
。
食
後
は
竹
炭
を
使

っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
／
₅
月
₈
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
₃
時

▼
集
合
／
し
ら
い
自
然
館　

₉
時
45
分

（
集
合
後
、
各
自
で
現
地
へ
。
ご
案

内
し
ま
す
。）

広
告

三ノ俣冬季レクリエーション施設　今季開設終了
　今年１月₅日から開設していました
三ノ俣冬季レクリエーション施設は、
₃月13日をもって今季開設を終了いた
しました。

中
山
河
川
公
園
桜
ま
つ
り
2
0
1
6

土門医院
職 種 看護職員
募 集 人 員 ₂名
資 格 正看護師、または准看護師
給与・待遇 月給160,000〜180,000円　　賞与　年₂回

勤 務 条 件 正職員またはパート可　午前₉時〜午後₆時、₂時間休憩あり
日曜祝日および木曜、土曜日午後休

選 考 方 法 面談
締 　 　 切 ₂名決まり次第
そ の 他 正職員は、雇用・労災・社会保険加入　通勤手当あり

問 遊佐町庄泉字開元65　土門医院　☎76-2325

『
鳥
海
山
　
お
も
し
ろ
自
然
塾
』

「
し
い
た
け
植
菌
体
験
」と

「
そ
ば
打
ち
体
験
」

▼
対
象
／
小
学
校
高
学
年
～
一
般

▼
定
員
／
15
名

▼
受
講
料
／
大
人
₂
，
５
０
０
円　

小

学
生
１
，
５
０
０
円
（
大
人
は
孟
宗

竹
１
本
お
土
産
付
き
）

▼
持
ち
物
／
タ
オ
ル
、
長
靴
、
軍
手
、

汚
れ
て
も
良
い
服
装

▼
申
込
締
切
／
₄
月
30
日
㈯

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
問
・
申
込
み
／
し
ら
い
自
然
館
内　

鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾
推
進
協
議

会
事
務
局　

☎
7２-

２
０
６
９

第
₆
師
団
創
立
54
周
年・神
町

駐
屯
地
創
立
60
周
年
記
念
行
事

特別養護老人ホーム松濤荘
募 集 職 種 介護員（契約職職員）若干名 夜勤介護員（契約職職員）若干名
雇 用 期 間 採用日〜平成2９年₃月31日（契約更新可能性あり）
業 務 内 容 施設利用者の日常介護全般（夜間勤務あり） 施設夜勤業務（施設利用者の日常介護全般業務）
必 要 資 格 特になし 特になし

給 与 日額　7,100円＋通勤割増分　賞与年₂回（実績に応じて、時間外勤務手当、休日勤務手当、夜間勤務手当あり）
夜間勤務手当：１回　5,000円　介護福祉士資格取得者　介護福祉士業務手当　月額：1,000円

待 遇
雇用保険、労災保険、健康保険、厚生年金保険加入　国の福祉医療機構の退職金制度加入（退職後、勤務年数に応じて支給）
採用後すぐに取れる年次有給休暇（日数制限あり）　夏休み：₃日（有給）　冬休み：₂日（有給）
結婚休暇：₅日（有給）私傷病休暇：₇日／年度（有給）　その他休暇あり

就 業 期 間 週４0時間（夜勤を含む変則勤務）
午前₆時30分〜午後10時までのうちの₈時間勤務

週４0時間（夜間勤務：午後10時〜翌朝午前₆時30分）
夜間勤務の回数等については要相談。なお、状況に応じて週１〜₂回の夜間
勤務以外の勤務あり（午前₆時30分〜午後10時までのうちの₈時間勤務）

問 特別養護老人ホーム松濤荘　担当　伊藤　☎76－2103

平
成
28
年
度
　
警
察
官
採
用
試
験

百
花
繚
乱
！
ま
つ
り
塾 

塾
生
募
集
‼

ANA航空券・高速バスチケット・JR商品等販売しております！

GW・夏休みの旅行ご予約承ります。
ＡＮＡ航空券や高速バスのチケットは即時発券！
ＪＲ、フェリー、貸切バス、レンタカーの手配やホテルの予約もＯＫ！
個人旅行や団体、出張などお出かけの際はお気軽にご相談ください。

遊佐（酒田）扌東京までの往復代金です。
ＪＲ（往復）と宿泊（₁泊）がセットになった
◎ＪＲ＋宿泊セット （₂名様より）　お一人様 ２３,５８0円（税込）〜
◎ANA＋宿泊セット（₁名様より）　お一人様 ３9,000円（税込）〜

ＮＰＯ法人 遊佐鳥海観光協会
山形県知事登録旅行業第3-２54号
ＡＮＴＡ全国旅行業協会正会員
☎7２-5666　FAX7２-3999
遊佐町遊佐字石田19-1８
JR遊佐駅₁階
営業時間／8：30〜17：30
定休日／日曜日

お
す
す
め

▼
期
間
／
₄
月
15
日
㈮
～
₅
月
₇
日
㈯

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
】

▼
日
時
／
４
月
15
日
㈮

▼
時
間
／
午
前
10
時
～
11
時

▼
場
所
／
中
山
河
川
公
園　

北
側
橋
の

た
も
と

▼
内
容
／
桜
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、甘
酒
の
ふ
る
ま
い
等

▼
問
／
遊
佐
鳥
海
観
光
協
会

　

☎
7２-

5
6
6
6

▼
対
象
／
酒
田
市
・
遊
佐
町
在
住
の
小

学
生
以
上
40
歳
以
下

▼
活
動
内
容
／
ま
つ
り
の
歴
史
・
伝
統
・

文
化
の
学
習
、
山
鉾
の
製
作
、
地
元

の
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、

他
地
域
の
ま
つ
り
へ
の
参
加

▼
募
集
定
員
／
1
0
0
名

▼
活
動
期
間
／
平
成
28
年
4
月
2
日
～

10
月
22
日

▼
問
／（
公
社
）酒
田
青
年
会
議
所

　

☎
２4-

9
1
9
２

　

F
A
X
２２-

８
4
3
８

　

info@
sakatajc.net

▼
日
時
／
₄
月
17
日
㈰　

午
前
₈
時
～

午
後
₂
時
ま
で【
駐
屯
地
一
般
開
放
】

▼
場
所
／
陸
上
自
衛
隊　

神
町
駐
屯
地　

（
山
形
県
東
根
市
神
町
南
3
丁
目

1-

1
）

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容
／
観
閲
式
、
観
閲
行

進
、
戦
闘
訓
練
展
示
、
装
備
品
展
示
、

体
験
搭
乗
ほ
か

▼
問
／
陸
上
自
衛
隊
第
₆
師
団
司
令
部

広
報
室　

☎
0
２
3
7-

4８-

1
1
5
1

　
（「
第
6
師
団
」
で
検
索
）

勤
労
者
無
料
法
律
相
談

▼
日
時
／
₄
月
22
日
㈮　

　

午
後
₃
時
～
午
後
₇
時

▼
場
所
／
東
北
労
働
金
庫
酒
田
支
店

▼
対
象
／
酒
田
、
飽
海
地
域
に
居
住
ま

た
は
お
勤
め
の
方

▼
定
員
／
事
前
予
約
制
（
先
着
₈
名
）

▼
対
応
弁
護
士
／
東
海
林
正
樹
氏

▼
申
込
期
間
／
₄
月
₄
日
㈪
～
21
日
㈭

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
問
・
申
込
み
／
東
北
労
働
金
庫
酒
田

支
店　

☎
２２-

0
3
２
1

【
警
察
官
A
区
分
（
大
卒
程
度
）】

▼
受
付
期
間
／
₄
月
₅
日
㈫
～
₅
月
16
日
㈪

▼
第
１
次
試
験
日
／
₆
月
₅
日
㈰

【
警
察
官
B
区
分
（
高
卒
程
度
）】

▼
受
付
期
間
／
₇
月
29
日
㈮
～
₈
月
29
日
㈪

▼
第
１
次
試
験
日
／
₉
月
18
㈰

▼
問
／
酒
田
警
察
署
警
務
課

　

☎
２3-

0
1
1
0

　たくさんの方からご利用いただき、
ありがとうございました。
●問／教育課社会教育係
　（生涯学習センター内）☎7２-２２36

有限会社　ほほえみの里（グループホーム　なごやか）
職 種 介護職員（正社員急募）

募 集 人 員 夜勤あり₁名、夜勤なし₁名

資 格 特に必要なし（ヘルパー₂級、介護福祉士あれば尚可）

給与 ・待遇 1４5,000円〜183,000円　昇給年₁回、賞与年₂回

勤 務 条 件 詳細はハローワーク参照の事

選 考 方 法 面接

締 切 随時

問 グループホーム　なごやか　石山　☎71-5575
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休館日のご案内
旧青山本邸　　　 ☎75-3145
₄日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪
町民体育館　　　　☎72-5454

11日㈪・25日㈪
総合福祉センター　☎72-4715
₂日㈯・₃日㈰・₉日㈯・10日㈰
16日㈯・17日㈰・23日㈯・24日㈰
29日（金・祝）・30日㈯
あぽん西浜　　　　☎77-3333

11日㈪・25日㈪

日 曜日 時　間 事　　　項

5 火 町民体育館一般開放日

19 火 町民体育館一般開放日

27 水 8：20～

第61回山形県縦断駅伝競走大会
（月光橋スタート）　～29日まで
※ランナーの安全確保のため、コースとなる道路へ
　のスタート時・ランナー通過時の進入およびラン
　ナーの追い越しについてご配慮いただきますよう、
　ご理解、ご協力をお願いします。

29 金・祝 昭和の日

※都合により日程が変更となる場合があります。

₄月の各種相談

●心配ごと相談【総合福祉センター　午後₁時〜₃時】
　27日㈬

●行政相談【遊佐町役場　会議室 午後１時〜₃時】
　20日㈬　相談員／小野　峯生・青葉　信子
問／総務課総務係　☎72-5880

●教育なんでもダイヤル相談
【午前₉時〜午後₅時】₆日㈬・13日㈬・20日㈬・27日㈬
相談員／遊佐町教育相談員　＊面談による相談も受付けます。
問／遊佐町適応指導教室「友遊スクール」☎72-3413

おはなみたのしいな

遊佐保育園　駅前一区
堀井　七

な

緒
お

ちゃん（₅歳）

　　  父・孝文さん
　　  母・めぐみさん

掲載した絵は役場地域おこし協力隊本部前に展示しています。

4月 生涯学習センター
☎72-2236

本が好きな子どもを育む（遊佐町子ども読書活動推進計画のテーマ）
◎町立図書館利用案内
　開館時間　午前₉時30分～午後₇時
　休 館 日　₄月₄日㈪・18日㈪

☎72-5300　FAX72-5301

トレーニングルーム相談日　４月６日 ㈬・14日㈭・22日㈮　18:30～19:30

文

芸

遊

佐

短 

歌
＊
今
月
は
短
歌
・
川
柳
で
す

散
骨
の
大
山
蓮
華
裏
山
に
冬
芽
掲
げ
て
吹ふ

雪き

に

春
待
つ�

阿
部　

京
子

真
室
川
音
頭
ひ
と
ふ
し
唄
ひ
つ
つ
か
の
地
の
雪

の
深
き
を
思
ふ�

前
田　

伸
一

い
つ
の
間
に
か
日
脚
の
伸
び
て
時
告
ぐ
る
サ
イ

レ
ン
の
尾
の
夕
づ
く
里
に�

大
園　

智
哉

降
り
つ
づ
く
激
し
き
雪
を
呑
み
込
み
て
さ
す
が

大
海
表
情
変
へ
ず�

池
田　
　

久

な
つ
か
し
き
灯
台
守
の
映
画
見
ぬ
愛
の
あ
ふ
る

る
昭
和
の
家
庭�

荒
川
千
恵
子

朝
の
雪
小
止
み
と
な
る
も
ハ
ン
ド
ル
を
固
く
握

り
ぬ
母
乗
せ
を
れ
ば�

安
部　

節
子

春
の
日
の
川
の
堤
に
整
然
と
休
め
る
鴨
ら
北
帰

は
近
し�

土
門　

一
郎

黒
塗
り
の
農
協
倉
庫
時
経
る
も
動
か
ぬ
構
へ
新

雪
に
映
え�

池
田
恵
美
子

疲
れ
た
ら
す
ぐ
寝
る
こ
と
を
覚
え
た
り
高
齢
者

健
康
こ
れ
が
一
番�

菅
原　
　

功

お
ど
ろ
き
の
体
感
速
度
に
一
と
日
終
へ
こ
た
つ

の
う
へ
に
星
座
図
ひ
ろ
ぐ�

佐
藤　

幹
夫

遊
佐
町
短
歌
会

＊＊＊新刊案内＊＊＊
・恩讐の鎮魂歌（レクイエム） 中山七里／著

・マリコ、炎上 林真理子／著

・橋を渡る 吉田修一／著

・おめかしの引力 川上未映子／著

・うめ婆行状記 宇江佐真理／著

読
み
聞
か
せ
の
心

限
り
あ
る
時
間
を
大
切
に

　
「
図
書
館
行
く
よ
！
」「
や
っ
た
ー
‼
」

　

本
が
大
好
き
な
我
が
家
の
子
ど
も

た
ち
。
三
人
の
子
ど
も
た
ち
と
休
日

の
夜
寝
る
前
に
本
を
読
む
の
が
私
の

楽
し
み
で
す
。
内
容
に
合
わ
せ
表
現

し
読
む
よ
う
に
な
っ
た
小
四
長
女
、

す
ら
す
ら
上
手
に
な
っ
た
六
歳
次
女
、

読
め
る
字
が
増
え
覚
え
た
字
と
絵
の

想
像
で
読
む
四
歳
長
男
。
今
で
は
子

ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
読
み
方
で
、

読
み
聞
か
せ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

あ
と
何
年
一
つ
の
本
を
四
人
で
囲
ん

で
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
な
…
と

思
う
と
淋
し
く
も
あ
り
ま
す
が
、
だ

か
ら
こ
そ
大
切
に
し
た
い
時
間
で
す
。

次
は
何
の
本
を
読
も
う
か
な
…

　
（
杉
の
子
幼
稚
園
つ
ば
め
組

�

保
護
者　

菅
原
恵
子
）

川 
柳

雪
囲
い
揺
ら
が
ぬ
き
み
の
頼
も
し
さ

�

（
亜
矢
）

車
窓
に
は
狭
し
自
然
の
万
華
鏡

�

（
里
穏
）

薬
よ
り
効
く
不
器
用
な
卵
酒

�
（
緋
色
）

早
咲
き
の
花
に
バ
タ
バ
タ
予
定
表

�

（
凛
ご
）

ほ
こ
ほ
こ
の
地
球
を
踏
ん
で
種
を
ま
く

�

（
和
穏
）

あ
と
一
杯
そ
ろ
そ
ろ
角
の
出
る
時
刻

�

（
薫
山
）

先
生
も
名
前
に
悩
む
新
学
期

�

（
柳
太
）

留
守
た
の
み
羽
根
を
伸
ば
し
た
小
正
月

�

（
芳
竹
）

想
い
よ
せ
夜
の
ひ
と
と
き
赤
ワ
イ
ン

�

（
榮
川
）

メ
ガ
ネ
杖
名
札
を
下
げ
て
い
ざ
出
陣

�

（
蕨
）

花
生
け
て
な
お
知
る
花
の
美
し
さ

�

（
朝
が
お
）

葉
っ
ぱ
だ
け
虫
く
い
た
が
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ

�

（
彦
三
）

困
っ
た
ら
二
本
の
足
で
考
え
る

�

（
一
吟
徒
）

川
柳
☆
や
な
ぎ
の
芽

＊
川
柳
☆
や
な
ぎ
の
芽
の
投
稿
は
、
当
面
の
間
休
載

　

い
た
し
ま
す
。

＊
来
月
号
の
掲
載
は
俳
句
・
詩
と
な
り
ま
す
。

　

ご
投
稿
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
　
し
　
ら
　
せ

新しい「ことばとの出会い」があります！
☆まほうのじゅうたん・おはなし会 4月16日㈯
☆わくわくらんど 4月21日㈭
☆おはなしひろば 4月23日㈯

時間は午前10時30分からです。
　ご家族でお楽しみください。お待ちしております。

☆子ども読書の日 4月23日㈯
☆ゆざっ子読書〝旬″間 4月23日㈯～5月17日㈫

　春は、出会いと別れの季節と言われています。期待や不安、いろいろな思いを

胸に抱きつつ、皆様がそれぞれの新しいスタートを迎えられたことと思います。

　図書館では、新たな一歩を踏み出した皆様へ贈る『読書のすすめ２０１６』を展示し

ています。大切な一冊や新しい自分との出会いがあるかもしれません。どうぞ、【あ

なたの町の遊佐町立図書館】へ足をお運びになってください。

3週間10冊の拡大貸出

　生涯学習センターではホームページを開設しています。センターで開催さ
れるイベント・講座や施設概要についてお知らせしています。また、施設使
用時に提出していただく使用許可申請書様式のダウンロードも可能です。「生
涯学習カレンダー」とあわせて、ぜひご活用ください。
●遊佐町生涯学習センターホームページ／
　　　　http://www.town.yuza.yamagata.jp/web_data/gcenterweb/

生涯学習センターホームページのご案内

　「
読
み
聞
か
せ
の
心
」
は
、
今
月
で
終
了
と
な

り
ま
す
。
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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テ
レ
ビ
や
D
V
D
、
ゲ
ー
ム
、
パ
ソ

コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
、
私
た

ち
の
生
活
は
メ
デ
ィ
ア
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。
遊
佐
町
の
１
歳
₆
か
月
児
健
診

時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約
₂
割
が
１

日
₂
時
間
以
上
メ
デ
ィ
ア
を
視
聴
し
て

い
ま
し
た
。
便
利
で
つ
い
頼
り
が
ち
な

メ
デ
ィ
ア
。
子
ど
も
に
と
っ
て
、
ど
ん

な
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

テ
レ
ビ
や
D
V
D
の
見
す
ぎ
が
良
く
な

い
の
は
な
ぜ
？

→
テ
レ
ビ
や
D
V
D
は
話
し
か
け
て
も

応
答
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
映
像
の
世
界

に
時
間
や
心
が
費
や
さ
れ
る
と
、
人
と

の
関
係
が
ど
ん
ど
ん
希
薄
に
な
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
、
D
V
D
の
長
時
間
視
聴
は
、

笑
顔
が
少
な
い
、
視
線
が
合
わ
な
い
、

言
葉
が
乏
し
い
な
ど
、
対
人
関
係
の
発

達
に
問
題
が
生
じ
た
り
、
依
存
症
に
な

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
が
騒
ぐ
と
き
に
は
、
つ
い
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
せ
ち
ゃ
う
。
で
も
、

頼
っ
て
い
て
大
丈
夫
？

→
子
ど
も
は
動
く
も
の
を
見
ま
す
。
ス

マ
ホ
ア
プ
リ
を
見
せ
て
、
音
や
映
像
に

気
を
と
ら
れ
て
一
時
的
に
泣
き
止
ん
だ

と
し
て
も
、
発
達
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ヤンチャな弟をお姉ちゃんが
優しく面倒みてくれます♡

服部興野

綱淵ゆずはちゃん�Ｈ22.１.31生まれ

　　翔　真くん� Ｈ25.10.15生まれ

　　　　父：正則さん
　　　　母：容子さん

健康カレンダー

※母子健康手帳の交付について
・母子健康手帳の交付（妊娠届）は、毎週月曜日13時30分〜15時に行います。
　月曜日に都合がつかない方は、事前にお電話をください。
・印鑑とマイナンバーがわかるもの（マイナンバーカードもしくは通知カード）
　をお持ちください。
・母子健康手帳はできるだけ妊娠11週までにもらいましょう。
●問／健康福祉課健康支援係（防災センター内）　☎72−4111

日にち 受　付 事業名 対　　象
₄／13㈬ 13：00〜

13：15受付 ₃歳児健診 平成24年12月〜平成25年1月生まれの方

₄／20㈬ ₉：30〜
₉：45受付 ₂歳児健診 平成26年₁月〜₃月生まれの方

₄／22㈮ 13：00〜
13：15受付 ₃〜₄か月児健診 平成27年12月〜平成28年₁月生まれの方

₅／11㈬ ₉：15〜
₉：30受付 ₉〜10か月児育児相談 平成27年₇月〜₈月生まれの方

ゆざっこ広場
日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

12 火
こいのぼり

作りを
楽しもう！

10：00 〜
11：30 子どもセンター オリジナルのこいのぼりを

作って楽しみましょう。
₄/₄㈪〜₄/11㈪

子育て支援センター
先着10組

〜ひとりで悩まずご相談ください〜　　
♥健康福祉課健康支援係　　　☎72-4111（平日8：30〜17：15）
♥庄内保健所地域保険福祉係　☎0235-66-4931（平日8：30〜17：15）
♥山形いのちの電話　　　　　☎023-645-4343（13：00〜22：00年中無休）

遊佐町の人口
計／14,630（-10）
男／　6,950（-₁）
女／　7,680（-₉）

世帯数／　5,004（-₆）
※₂月末現在（　）内は前月比

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

ご結婚おめでとう

₂.₈　守　屋　正　一（67）谷地上

₂.10　友　野　京　子（79）上藤崎二

₂.11　吉　川　イシヨ（90）宿町五

₂.13　大　谷　　　榮（89）楸　島

₂.16　髙　橋　謙　藏（89）北宮田

₂.16　大　西　桂　子（86）布　倉

₂.16　田　宮　啓　子（65）金　俣

₂.17　本　間　清太郎（90）楸　島

₂.17　藤　原　　　繁（82）白　木

₂.19　池　田　美　重（95）西　浜

₂.19　　　原　正　子（86）北　目

₂.20　阿　部　和　夫（82）比子下モ山

₂.23　池　田　幸　子（76）石　辻

₂.24　小　松　百　合（94）下小松

₂.25　阿　部　トヨセ（82）宿町四

₂.26　中　鉢　富　子（90）金　俣

₃.₃　　　原　義　男（91）下当上

₃.₄　鈴　木　はる子（88）下藤崎一

₃.₈　佐　藤　フ　サ（94）五日町

₃.10　佐　藤　和　子（76）横町一

₂月11日〜₃月10日届出分

₂.12　佐藤明良♡美　緒　　南　山

₂.10　佐藤未
いち

悠
か

₂.10　今野碧
あお

人
と

ちゃん

くん

（ 綾・沙和恵）

（星太・暢子）

東　山

藤　井

₂.13　土門凌
り

久
く

₂.15　金野実
み

咲
さき

₃.₁　髙橋渚
なぎ

沙
さ

₃.₂　斎藤柚
ゆず

奈
な

₃.₂　須山春之丞

くん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

くん

（慎治・未来）

（友昭・真実）

（ 卓 ・詩穂）

（ 凌 ・菜笑）

（芳春・和美）

五日町

西　浜

鳥　崎

旭ヶ丘

松　山

地域包括支援センターだより

●日時／₅月11日㈬〜₇月27日㈬
　毎週水曜日　午前₉時30分〜11時30分　全12回
●場所／ゆうすい（会議室、地域交流スペース）
●対象／65歳以上で要支援・要介護認定を受けて
いない方
●内容／健康チェック、軽い運動、口腔体操、脳
トレ、茶話会や外出など
※毎回自宅から会場まで送迎します。
●参加料／無料
●問／地域包括支援センターゆうすい
　☎71-2130　FAX71-2156

介護予防事業
「いきいき教室」春コースが

始まります！

 保育園
 問・申込先

0・1広場

のびのび広場

すくすくクラブ

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

15 金 0・1広場 ₉：30 〜
11：30

子どもセンター
集会室

身体測定ができます｡ 保健師さんがい
ますので、育児相談もできますよ。母
子手帳をお持ちください。

なし

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

8 金 のびのび広場 ₉：30 〜
11：30

子どもセンター
集会室

₂歳児以上の身体測定ができます。
₁年間を通して成長を記録できる測
定カードを準備しております。

なし

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

19 火 顔合わせ会 10：00 〜
11：30

子どもセンター
集会室

H28年度の育児サークル
「すくすくクラブ」のメン
バーが集まって、顔合わせ
会をします。どんな活動を
したいか話し合いをします。

「すくすくクラブ」は
サークル活動です。
興味のある方はスタ
ッフまでお問合せく
ださい。

4月
育児相談（電話・面接）　毎週月曜日〜金曜日　午前₉時〜午後₅時

わくわくめーる

毎週月曜日から日曜日
午前₉時から午後₅時まで（午後₄時45分でお片付け）

未就学児、小学生のお子さんとその家族の皆さんであればどなたでもご利用できます。
未就学児のお子さんは、必ず保護者の付き添いのもと危険のないように遊ばせてくださるようお願いします。

各事業の詳細は支援センター発行の「わくわくめーる」
でお知らせしています。Aコープ吹浦、ツルハ、セイムス、
エルパ、図書館に置いてあります。

◎遊佐保育園　☎72-2248　　◎吹浦保育園　☎77-2031
◎藤崎保育園　☎76-2008　　◎子どもセンター　☎72-5858
◎子育て支援センター（子どもセンター内）　　☎72-2809

　「何もない所でつまずいてしまう」「外出の機会
が少なくなった」などと感じることはありません
か。いつまでも元気で過ごしていただくために、介
護予防事業「いきいき教室」春コースを開催します。

子育てサロン
（センター一般開放）

家
族
み
ん
な
で
見
直
そ
う
！

テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
と
の
付
き
合
い
方

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
声
で
あ
や
し
て
も

ら
っ
た
り
、
抱
っ
こ
さ
れ
る
こ
と
で
、

子
ど
も
は
親
子
の
絆
を
感
じ
、「
愛
さ

れ
て
い
る
」
と
実
感
で
き
ま
す
。

※₄月₁日㈮〜₅日㈫は新年度準備・入園式のため、各支援施設はお休みになります。
※₄月23日㈯は遊佐保育園で行事があるため、支援室はお休みになります。

平成28年度子どもセンター事業・子育て支援センター事業
子
ど
も
　

セ
ン
タ
ー

◆小学生を対象とした事業…ガンプラ制作（₇月）・デコパージュ（₈月）
　夏祭り（₈月※未就学児も可）・正月あそび（12月）
◆保護者を対象とした事業…陶芸講座（₅月）・幼児食講座（₆月）・ピザ作り（₆月）
　離乳食講座（₇月）・ストレスケア（₉月・₁月）ベビーマッサージ（10月）・防災講座（11月）
　豆まき（₂月※未就学児も一緒に） ◎詳しくは毎月の子育てカレンダーでもお知らせします。

支援事業の内容 活動日(時間・場所)

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆざっこ広場 毎月第₂水曜日（10：00〜11：30）
らくらく育児講座 不定期開催　　随時広報でお知らせします。
すくすくクラブ（子育てサークル） 随時、広報・わくわくめーるでお知らせします。
のびのび広場（₂歳以上児身体測定） 毎月第１金曜日（9：30〜11：30）子どもセンター
₀・₁広場（身体測定・離乳食相談） 毎月第₃金曜日（9：30〜11：30）子どもセンター
すこやか育児相談会（予約制） 年間₆回（9：30〜11：30）防災センター
会報誌（わくわくめーる） 月₁回
育児相談（電話・面接） 毎週月曜日〜金曜日（9：00〜1７：00）

子どもセンター一般開放 毎週月曜日〜日曜日（9：00〜1７：00）※1６：45片付け
年末年始休館日を除く全日

一時預かり（食事はありません）
₆ヶ月〜未就学児

事前申込み制
子どもセンターの開設時間内（最大₃時間）

各
保
育
園

一時保育 随時申込み制 各保育園
月曜日〜金曜日（8：30〜1６：00）

体験保育 随時申込み制 各保育園（給食費として300円）
育児相談（電話・面接） 各保育園（9：00〜1７：00）
園の地域開放 各保育園　毎週月〜土曜日（9：30〜11：30）

○
と
も
に
過
ご
す
時
間
を
大
切
に
す
る

　
（
目
と
目
を
合
わ
せ
語
り
か
け
る
、

　

絵
本
を
読
む
、散
歩
や
外
遊
び
な
ど

　

身
体
を
一
緒
に
使
っ
て
遊
ぶ
、な
ど
）

○
子
ど
も
の
思
い
に
共
感
す
る
言
葉
か

　

け
を
す
る

こ
う
い
っ
た
こ
と
で
、
子
ど
も
は
親
の

愛
情
を
感
じ
、
自
己
肯
定
感
が
育
っ
て
、

心
の
成
長
の
基
礎
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
思
い
に
応
え
る
の
は
、
ス

マ
ホ
ア
プ
リ
や
テ
レ
ビ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
親
（
大
人
）
が
応
え
る
か

ら
こ
そ
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
メ
デ
ィ
ア
の

視
聴
を
減
ら
し
、
子
ど
も
に
向
き
合
い

ま
し
ょ
う
。

★
子
ど
も
が
自
ら
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の

時
間
を
制
限
す
る
こ
と
は
な
か
な

か
で
き
ま
せ
ん
。
大
人
が
ル
ー
ル
を

作
り
、
一
緒
に
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

心
を
育
て
る
た
め
に
大
切
な
こ
と

かずのじょう



表
紙
の
写
真

  2016. 4. 1 広報ゆざ ● 28

広
報

平
成

28年
₄

月
 ◎

 N
o.662

編
集

／
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／
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／

株
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会
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／
企

画
課

企
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係
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72-4523

炉
辺
余
話

増
田
　
恒
男

　
₃
月
₃
日
は
上じ

ょ
う

巳し

の
節
句
、
ま
た
は
桃
の

節
句
と
も
よ
ば
れ
、
江
戸
在
府
の
大
名
た
ち

は
江
戸
城
総
登
城
の
し
き
た
り
で
し
た
。

　
万
延
元（
1
8
6
0
）年
の
こ
の
日
は
、
季

節
外
れ
の
大
雪
で
し
た
。
五
つ
半（
朝
₉
時

頃
）、
降
り
し
き
る
雪
の
中
、
井
伊
家
上
屋

敷
を
出
発
し
た
大
老
井
伊
掃か
も

部ん
の

頭か
み

直な
お

弼す
け

の
行

　₃月16日、遊佐中学校の卒業式が行われました。
115人の生徒達が、卒業証書を手に旅立ちました。

列
が
、
桜
田
門
外
で
水
戸
・
薩
摩
藩
の
脱
藩

浪
士
た
ち
に
襲
わ
れ
、
井
伊
は
殺
害
さ
れ
ま

し
た
。
原
因
は
、
勅
許
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま

日
米
修
好
通
商
条
約
に
調
印
し
た
こ
と
、
水

戸
藩
へ
降
下
さ
れ
た
勅ち
ょ
く

諚じ
ょ
う

（
天
皇
の
命
令
・

勅
令
）
の
返
納
、
安
政
の
大
獄
に
対
す
る
反

発
か
ら
で
し
た
。

　
政
養
は
3
月
29
日
、
眞
嶋
佐
藤
治
あ
て
に

こ
の
事
件
の
詳
細
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

  

「
…
当
三
月
三
日
朝
五
ツ
時
頃
、
御
大
老

井
伊
掃
部
頭
様
御
登
城
の
刻と
き

、
外
桜
田
御ご

門も
ん

外が
い

松
平
大お

お

隅す
み
の

守か
み（
豊
後
杵
築
藩
）御
長
屋
下

に
於
て
水
戸
様
御
家
来
十
七
八
人
抜ぬ
き

身み

に
て

切き
り

懸か
か

り
、
掃
部
様
御お

怪け

我が

御
供と

も

方か
た

即
死
手て

負お

い
合
せ
て
廿
四
五
人
と
相
聞
へ
候
」
と
書
き
、

続
い
て
水
戸
藩
と
彦
根
藩
が
一
触
即
発
の

「
江
戸
中
不
穏
眼
下
軍
戦
に
及
ぶ
可
く
」と
い

う
緊
張
状
態
に
な
っ
た
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
万
一
に
備
え
て
、
庄
内
藩
主
に
「
御お

上か
み

に

て
も
指
図
次
第
人
数
差
出
し
候
よ
う
仰
せ
蒙

ら
れ
」
と
の
達
し
が
幕
府
か
ら
あ
っ
た
の
で

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
政
養
も
藩
か
ら
「
壱

の
手
大
砲
方
」
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
₇
日
か

ら
神
田
橋
御
門
に
あ
る
酒
井
家
上
屋
敷
へ

「
引
移
り
罷ま
か

り
あ
り
候
」
と
待
機
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
少
し
世
の
中
が
平
穏
に
な

っ
た
ら
「
再
度
赤
坂
へ
帰
塾
仕
り
た
く
存
念

に
て
罷
り
あ
り
候
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
江
戸
中
、
風
評
区
々
諸
家
様
方

第
２5
回
　
桜
田
門
外
の
変

御
供
増
に
相
成
り
、
尚
ま
た
半
蔵
、
田
安
、

清
水
、
竹
橋
御
門
は
通
行
留と
ま

り
外
桜
田
、
馬

場
先
、
和
田
倉
御
門
は
行
き
先
相
改
め
通
り

抜
け
は
相
成
ら
ず
、
尤も
っ
と

も
夜
分
は
通
行
も
こ

れ
無
く
位
の
事
に
て
、
市
中
武
家
共
、
一
同

困
窮
仕
り
候
事
に
御
座
候
…
」

　
と
、
各
大
名
た
ち
は
供
回
り
の
人
数
を
増

や
し
た
こ
と
、
江
戸
城
の
門
で
は
通
行
留
め
、

あ
る
い
は
行
先
確
認
な
ど
の
規
制
が
行
わ
れ

通
行
が
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
夜
分

に
は
通
行
が
す
っ
か
り
無
く
な
っ
て
し
ま
い
、

市
中
で
は
武
士
・
町
人
と
も
困
り
き
っ
て
い

た
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
件
の
社
会
に
与
え
た
影
響
が
、
い

か
に
大
き
か
っ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

　
な
お
、
井
伊
直
弼
は
当
日
に
死
亡
し
て
い

ま
す
が
、
書
簡
に
は
「
掃
部
様
御
怪
我
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
点
で
は
、
直
弼

は
表
向
き
負
傷
に
よ
り
し
ば
ら
く
休
養
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
大
老
が
暗
殺
さ
れ
た
と
い
う
事

実
の
隠
蔽
と
井
伊
家
の
跡
目
相
続
の
た
め
で

し
た
。
藩
主
が
後
継
を
決
め
ぬ
ま
ま
横
死
し

た
場
合
は
、
家
名
断
絶
に
な
る
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
豪
徳
寺（
東
京
都
世
田
谷
区
）に
あ

る
墓
石
に
刻
ま
れ
た
死
亡
日
は
、
実
際
の
3

月
3
日
で
は
な
く
3
月
28
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
3
月
晦
日
に
直
弼
は
大
老
職
を
免
じ
ら
れ
、

閏う
る
う

3
月
晦
日
に
そ
の
死
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

錦絵・江水散花雪（桜田門外の変　大蘇芳年画）

雑感
　新年度が始まり、環境が

変わったりすることが多い

ので、体調の管理もしっか

りしたいものです。

遊
佐
中
学
校
卒
業
式

　私は、来月に会社の健康診断があるのでそ

れに向けて体調を整え　今から少しでもダイ

エットしなければと思ってもこれがなかな

か・・・・この時期になると毎回あせってい

ます。� 広報委員◯美


